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国　　　領

( 旭川―第 46 号 )

　本図幅の野外調査は昭和 30 年から同 32 年の 3 ヵ年にわたって行なわれた。調

査研究にあたっては，信砂川流域〜国領部落以東の新第三系堆積岩を主とする地

域を小林・秦・山口が，以西の火山岩を主とする地域を佐藤が担当した。新信砂

川流域の調査研究には石田が加わった。

　本図幅地域の既刊資料としては，恵岱別含油地について小林儀一郎 1) および森

下晶・他 8) の報告があるのみであり，北部に分布する新第三系について北海道大

学の修卒業論文註 1) がある。

　貝化石鑑定の一部は北海道大学魚住悟・同藤江力両博士によった。

Ⅰ．地　　　形

　本図幅地域は北海道中央西部にある樺戸山地の北部に位置し，同山地の最高峯であ

る暑寒別岳を含んでいる。

　本地域の地形は新第三系の堆積岩類がおもに分布する北部および東部と，火山岩類

の分布する南西部とに分けられる。

　北部および東部は主として新第三系の堆積岩類により構成され，海抜 100 〜 400m

の幾分開析された丘陵地からなっている。しかし一部火山岩・岩脈の分布する地域の

近くでは海抜 600m に及んでいる。

　南西部は新第三系の火山岩類と，これを覆って第四紀初めに噴出した火山岩類とに

註 1)　湊　正雄：天塩国留萠増毛地方の地質，北海道大学修論，1938
三谷勝利・成田英吉：浜益郡浜益村付近の地質，北海道大学修論，1952
小川淳市・武田雄二：天塩国増毛郡堀毛付近の地質，北海道大学卒論，1954
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よって構成され，暑寒別岳を最高として南暑寒岳および東群別山があり，ともに海

抜 1,300m 前後の著しく開析された山峯が認められる。そのうち暑寒別岳は噴出物を

北方〜北東方に流下させて，山ノ神付近に海抜 300 〜 500m の広大な火山性山麓緩斜

面をつくっている。一方，図幅地域中央南部にある恵岱岳および群馬岳は新第三紀末

に噴出した玄武岩類によって構成される熔岩台地である。この熔岩台地は海抜 900 〜

1,000m に及び，基盤岩類の分布する東部とは急崖をなして接し，西側に緩く傾斜し

て第四紀の火山岩により覆われ，中央部には雨竜沼湿原を包有する。本熔岩台地の一

部は南隣西徳富図幅地域にも及んでいる。さらに鮮新世の火山活動の産物である信砂

火山噴出岩層の分布地域の一部でも，とくに信砂岳の北側において，かなり緩やかな

高原性の斜面を形成している。おそらく同層の堆積面を反映したものであろう。

　本図幅地域内の河川は北半部と南半部とで対照的である。すなわち，北半部では暑

寒別川・箸別川・新信砂川・信砂川の各河川がほゞ平行して北流し，日本海に注ぐ。各

河川の支流も本流にほゞ平行であるため東西方向の支流が少なく，その傾向はとくに

西部ほど著しい。しかし新第三系の堆積岩の分布する信砂川以東では東西方向に石油

沢・ポンチバ沢などが認められる。一方，南半部では恵岱別川・尾白利加川などの河

川がほゞ東へと流れ，東隣妹背牛図幅地域を経て石狩川へ注ぐ。恵岱別川の上流部は

かつて信砂御料地付近で直角に曲って北流し，信砂川につながっていたが，恵岱別川

によって争奪された結果東流したものであることが，河成段丘の分布からうかゞわれ，

このことは田上政敏 2) によっても指摘されている。南西隅では徳富川が暑寒別岳に源

を発し，南隣西徳富図幅地域を経て石狩川に注いでいる。

　最近有名となり，訪れる人の多くなった雨竜沼湿原は，尾白利加川支流ペンケペ

タン川の源流をなし，恵岱岳玄武岩類の熔岩台地上にある。この湿原は，海抜約 850

m，面積約 2km2( 東西 2km，南北 1km) で泥炭を形成し，そのなかに最大 50m に

及ぶほゞ円形の池塘を多く有し，尾瀬ケ原湿原に類するものである。そのほか暑寒別

岳頂上直下の海抜 1,100m 前後の熔岩流走面上にも小規模の泥炭地が認められ，その

中心には 2，3 の池塘がある。また新信砂川上流には崖錐によって堰き止められた山

淑沼がある。

　本図幅地域に発達する段丘面としては，地域北部の暑寒別川と箸別川との間の山嶺

に，海抜 240 〜 320m の海岸段丘面が南北に狭長に分布するほか，信砂川および恵岱
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別川流域には現河床から比高 20 〜 100m の間に小規模な段丘が 2 段，尾白利加川の国

領部落付近には 3 段認められる。

　本図幅地域内には村落が少なく，各河川流域の冲積層，および河成段丘上にわずか

に農耕地があって，国領・山ノ神・信砂御料地・恵岱別御料地などの聚落があり，道

路もこれから河川に沿って域外へ通ずるものがあるにすぎない。山地の大部分には交

通路がないが，最近，国領部落から雨竜沼・南暑寒岳・暑寒別岳を経て，山ノ神部落に

至る山道が開かれた。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

　本図幅地域の属する樺戸山地は地形的に独立した山地であると同様に，地質的にも

北海道における一つの特異な単位をなす。すなわち，樺戸山地は相対立する北海道

中軸帯と，西南北海道グリンタフ地域との中間にあって，地史的に種々の変遷を経

ながら多彩な物質を堆積した地域である。とくに山地の北部に位置する本図幅地域で

は，西半部において中新世後から第四紀にかけて火山活動が激しく，堆積岩類と火山

岩類とが東西両半部にそれぞれ明瞭な分布を示し，樺戸山地の地質学的性質を考察す

るのに適した地域である。また，新第三紀末から第四紀はじめにかけて，玄武岩類の

大量の活動や，安山岩類による暑寒別火山群の形成があり，それぞれが地質構造上注

目すべき位置を占めている。

　本図幅地域の地質は西徳富層群・新十津川層群および深川層群などの新第三紀中期

以後の堆積岩類と，後 2 者に層位的に相当する火山岩類を基盤とし，これを覆って，

恵岱岳玄武岩類と暑寒別火山群とがある。さらに第四紀の段丘堆積層と冲積層とが局

所的に分布する。

　これらの関係を総括して第 1 表に示す。

　新第三紀中期の西徳富層群はユードロ層からなり，恵岱別背斜の中核部をなして南

北に狭長に現われ，本図幅地域の最下位層である。おもに泥岩からなり，北海道中央

南部の滝の上層に対比される。

　樺戸山地には，北海道中軸帯における川端層・古丹別層のような，礫岩・砂岩・砂
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第 1 表　 地  質  総  括  表
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岩泥岩互層を経て泥岩に至るまでを 1 サイクルとする，厚い互層によって特徴づけら

れる堆積物はみうけられない。本図幅地域においては，ユードロ層の上位には，不整合

関係で稚内階にあたる新十津川層群から，深川階の深川層群までの厚い一連の海成層

が接する。

　新十津川層群は峠下層と増毛層とからなる。峠下層は礫質〜砂質であり，増毛層はさ

らに泥岩層・砂岩層および硬質頁岩層の 3 部層に分かれる。峠下層と増毛層の 3 部層

とは上下関係にありながらも，それぞれ相互に一部指交関係にあって，堆積盆は地域

的に分化していた。これらの堆積盆は次第に均質化してゆき，新十津川層群堆積の末

期から深川層群堆積の初期にかけて海進は最大に達し，一様の岩相が各地にみられる

ようになる。この時代の堆積物は，新十津川層群の硬質頁岩・深川層群の塊状砂岩など

である。

　火山活動は，本図幅地域では，新十津川層群堆積時期に始まり，初期には散発的で

堆積岩類の間に小規模な火山角礫岩・凝灰角礫岩が挾在するにすぎないが，深川層群

堆積時になると極大に達し，本図幅地域西部一帯は火山活動の舞台となり ( 信砂火山

噴出岩層 )，第四紀の暑寒別火山群にまで引き継がれた。しかし，火山活動を樺戸山

地全体から眺めると，新十津川層群堆積時から活潑となり，第四紀初頭までほとんど

連続的に行なわれた。これらの活動は，はじめ南部〜西部 ( 厚田・浜益図幅地域 ) で

活潑であり，次第に北方〜東方 ( 雄冬・西徳富・国領図幅地域 ) へ移動しながら鮮新

世で極大に達した 21)。この火山活動のほとんど大部分は安山岩によって占められる。

　なお，本図幅地域で，東部が深川層群を堆積した海によって占められていたとき，

西部の火山活動の激しかった地域は，幾度か陸化した模様である 22)。また，本図幅地

域北西隅にある別苅層は未分離新第三系で，岩質によって増毛層上部から留萠層下部

にあたるものと推定される。

　深川層群の堆積後 ( 鮮新世末 ) 海退陸化し，緩い褶曲運動を蒙ったのち，恵岱岳玄

武岩類が噴出し，熔岩台地を形成した。この時期には樺戸山地全体に玄武岩の活動が

あり，各地で玄武岩の岩脈あるいは熔岩丘が知られている。恵岱岳玄武岩類はこれら

のうちで規模がもっとも大きく，岩質も橄欖石玄武岩を主とし，混成作用をうけたと

みられる安山岩・紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩が前駆として噴出している。

　第四紀初頭に噴出した火山岩類は信砂岳・南暑寒岳・東群別山・暑寒別岳・1,230
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m 峯などを構成している。これらは暑寒別火山群のうちの暑寒群をつくっている。な

お，暑寒別岳の西腹には雄冬群に属する角閃石安山岩質火山角礫岩が認められる。

　暑寒群の山体は，信砂岳を除き，暑寒別岳・南暑寒岳・東群別山とほゞ環状に配列

して，噴出中心と考えられる徳富川最上流の凹地を包み，原地形に近い広大な裾野を，

とくに暑寒別岳の北方に拡げている。噴出物はほとんど各火山に共通で，はじめ橄欖

石を含むこともある紫蘇輝石普通輝石安山岩から，黒雲母・橄欖石を含むことのある

紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩の噴出に至る。

　これに反して西方の雄冬群 ( 天狗岳・雄冬山・浜益嶽 ) は散点的で，原形の復原は

困難であり，岩質も安山岩からなるが，山体ごとに分化して統一性がない。

　暑寒別火山群は従来，那須火山帯の一員としてみられてきたが，利尻岳とともにや

やアルカリに富んだグループに属するものである。

　暑寒別火山群の活動の頃に，北海道の高位段丘に属する海岸段丘が形成され，その

後，各河川流域には 3 段の河岸段丘が形成された。

第 2 表 　周 辺 図 幅 と の 対 比 表
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　恵岱岳玄武岩類の熔岩台地上には湿原ができ，尾瀬ケ原湿原に匹敵するといわれて

いる。

　本図幅地域の地質と隣接図幅地域の地質とを，新第三系を主にして対比すれば第 2

表の通りである。

　樺戸山地の現在の地質構造註 2) は，主として新第三紀末の「後深川期地殻運動」に

よって形成されたものである。その地質構造は，北部においては樺戸背斜 ( 恵岱別背

斜を中心とする複背斜全体に与えられた名前 ) を中央として，東の深川構造盆地と西の

暑寒別構造盆地とに分かれ，本図幅地域は，そのなかの樺戸背斜と暑寒別構造盆地と

によって占められる。

　それ故，本図幅地域にも恵岱別背斜をはじめとして，多くの南北性の褶曲軸が東西に

配列し，とくに東部の堆積岩地域に明暸である。これに反し，西部の火山岩地域では，

断層を伴なうことが多く，褶曲軸も南北方向よりは北西−南東方向が多く，ブロック

化しているものと推察される。

　新第三紀末に，ほゞ完成した褶曲構造の性質は東急西緩であり，かつ東方の褶曲ほ

ど急傾斜を示している。第四紀の火山活動は，新第三紀の火山活動の活潑な地域にお

いて行なわれた。

Ⅱ．2　西 徳 富 層 群

　樺戸山地のなかで，本図幅地域恵岱別背斜軸部および北隣留萠図幅地域の留萠川北

岸に分布するユードロ層，南隣西徳富図幅地域内新十津川町和歌付近のワッカウェン

ベツ層，および滝川図幅地域の惣富地層相互の関係は，これらの間に新十津川層群以上

の地層が露出しているため，野外において直接明らかにすることはできない。しかし，

いずれも先第三系の隈根尻層群および古第三系の樺戸層あるいは大和田夾炭層を不整

合に覆い，明確な一つの層準として追跡される新十津川層群の下位にあって，しかも

新十津川層群と不整合関係にあるという層位上の位置，および，これらの地層が含有

する化石がほゞ同一で，中新世中期を指示するものであることなどから，一括して西

徳富層群とする。これらのうち，本図幅地域に分布するのはユードロ層である。

註 2)　樺戸山地の地質構造については西徳富地質図幅説明書 28) 第 1 図および雄冬地質図幅説明書 29) 第 1 図参照
　　　のこと。
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　ユードロ層

　本層は桜庭の沢から石油沢にいたる間の恵岱別背斜軸部に発達し，本図幅地域内に

おける最下位層である。なお，本層の模式地は北隣留萠図幅地域 12) 内にあるが，本図

幅地域では留萠図幅で細分されたものの上部，すなわち泥岩層のみが分布してい

る註 3)。

　本層は主として層理に乏しい暗灰色〜帯緑暗灰色の泥岩からなり，まれに青灰色の

細粒砂岩の薄層を挾有している。

　泥岩は上位の増毛層の泥岩に較べて緻密，細粒である。風化して細角状に割れ，水

にぬれると多少緑色を帯びるのを特徴としている。このなかには比較的扁平な泥灰質

〜石灰質団塊が散在する。直径は通常 2 〜 5cm，長くとも 10cm 以下のものが主であ

る。ポンチバ沢および桜庭の沢上流における本泥岩のなかには，非常に多くの炭質物

を含んでいる部分がある。この部分では岩質も多少シルト質となり，縞状を呈するこ

とが多い。

　砂岩は一般に細粒，軟質で青灰色を呈し，風化して帯黄灰色となる。これらは通常 1

〜 5cm くらいの薄層であり，石油沢の恵岱別背斜東翼の上部に 30 〜 40cm の間隔で

4 枚挾在している。このほか，桜庭の沢上流の本層上部には，厚さ 10 〜 30cm の灰

白色凝灰質砂岩が 1 〜 2 枚挾まれている。

　本図幅地域における本層中には化石は乏しく，わずかにポンチバ沢上流において本

層の上部から Nat ica janthostoma  DESHAYES および Dental ium  sp . を産したに

すぎない。そのほか有孔虫および Makiyama  sp . を産した。

　本層の全層厚は，地域内では算定できないが，露出部分の厚さは恵岱別背斜軸部か

ら桜庭の沢上流およびポンチバ沢で 600m，石油沢上流地域で 450m である。

　本層は前述のように，北隣留萠図幅地域におけるユードロ層上部の泥岩層に相当す

る。

　ユードロ層は樺戸山地中南部のワッカウェンベツ層 28) および奔須部都層 7) などに対

比されるもので，さらに北海道中央南部の滝の上層に対比される註 4)。

註 3)　留萠地質図幅 12) においてはユードロ層を，下位から礫岩層・軟質細粒砂岩層・泥岩層の 3 部層に分帯し
ている。

註 4)　 ユ ー ド ロ 層 中 部 の 軟 質 細 粒 砂 岩 か ら は， 棚 井 敏 雅 17) に よ っ て Myrica  (Comptonia )  Naumanni  
(NATHORST) その他の“台島型植物群”の化石産出が知られている。
ワ ッ カ ウ ェ ン ベ ツ 層 お よ び 奔 須 部 都 層 か ら は Venerupis (Siratoria )siratoriensis (OTUKA)， 
O s t r e a  g r a v i t e s t a  Y O K O YA M A ,  B a t i l l a r i a  ( Ta t e i w a i a )  t a t e i w a i  M A K I YA M A  そ の
他“門の沢動物群”に近縁な貝化石が産出する。
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Ⅱ．3　新十津川層群

　本層群は，樺戸山地北部大和田付近から南へ，ユードロ層分布地域の両翼から恵岱

別御料地・三ツ橋を経てワッカウェンベツ層露出地の東西両側にわたって，ほゞ南北

方向に帯状に連続して露われ，下位層を不整合に覆い，一つの明暸な層準として広く

追跡される。本層群は第 2 表に示されるように多くの層あるいは部層に分けられ，本

図幅地域においては岩相によって下位より峠下層および増毛層に区分される。なお北

西部地域の別苅層の一部は本層群のなかに含まれるべき地層である。

　峠下層および増毛層の関係は，留萠地質図幅 12) 地域において分帯された両層の区分

と多少異なっている。第 1 図は両者の関係を表わしたものである。

第 1 図　　新 十 津 川 層 群 の 岩 相 変 化 概 念 図

　すなわち，北部の峠下層上部の礫岩層は南方に向かって次第に泥質に変化する。し

かし，上位の増毛層の泥岩層と，変化した泥質の部分とは区別し難いので，本地域では

砂礫質の部分のみを峠下層とし，泥質の部分を増毛層とした。したがって両層の境界

は等時間面を表わすものではなく，両層の一部は明らかに異相関係にある。次に恵岱

別背斜部における新十津川層群の岩相柱状図を示す ( 第 2 図参照 )。

　なお，本調査研究によって，北東隅の峠下層および増毛層はその走向方向に延びて，

留萠図幅 12) 地域内の桜庭の沢中流断層まで分布することが判明した。
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第 2 図 　 恵 岱 別 背 斜 に お け る 新 十 津 川 層 群 の 岩 相 柱 状 図
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第 3 図 　 新 十 津 川 層 群 の 分 布 訂 正 図
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Ⅱ．3．1　峠　下　層

　本層には桜庭の沢から恵岱別川にいたる恵岱別背斜の両翼に発達するものと，地域

内北西部の山ノ神付近に発達するものとがある。

　恵岱別背斜部に分布するものは，石油沢左沢において東翼の走向 N20°E，傾斜 65°E

内外，西翼の走向 N-S 〜 N10°W，傾斜 45°W 内外を示しながら北に開き，恵岱別

川本流から南では地表下に没している。

　本層は前述のように新十津川層群の最下位を占め，砂礫質岩からなり，上半部は増

毛層の泥岩層と同時異相関係にある。

　本層と下位のユードロ層との関係は第 4 図および第 5 図のように，斜交―平行不整

合関係にある。

第 4 図　　峠下層基底部の不整合面 ( 石油沢 )

　恵岱別背斜両翼の本層は明瞭に分帯されないが，概して下位から礫質部・互層部お

よび砂質部に区分される。礫質部は基底をなすもので通常厚さ 3 〜 4m で，非常に多

くの径 2 〜 3cm の安山岩質軽石を含む礫岩 ( そのほか粘板岩・輝緑凝灰岩・砂岩・

珪岩および安山岩の礫からなる ) および凝灰質の礫質中粒砂岩からなっており，下位

のユードロ層の泥岩が黒色であるのに対して，帯褐灰色を呈しているので対照的な良

い鍵層となっている。背斜東翼のポンチバ沢では基底部には灰白色の凝灰岩 ( 厚さ約

1.5m) が発達しており，下位のユードロ層の泥岩に直接している。互層部は暗灰色
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第 5 図　　峠下層基底部の不整合面 ( 桜庭の沢 )

砂質泥岩と灰色〜灰白色の凝灰質〜中粒砂岩との，通常厚さ 1 〜 3m 単位の互層から

なり，とくにこれらは炭質物に富んでおり，縞状を呈する部分が多い。泥岩中には泥灰

質団塊が，砂岩中には不規則レンズ状の礫質部が挾在している。また，石油沢流域の互

層部の上部には厚さ約 2 〜 3m の黒色硬質頁岩が発達している。砂質部の下部は通常

よく円磨された径 2cm 以下の礫からなる礫岩・凝灰質砂岩および薄い泥岩の互層か

らなる。上部は層理に乏しい灰色凝灰質細〜中粒砂岩からなり，北部では粒度が粗く，

かつ厚いのに対して南部では粒度も細かく非常に薄い。

　山ノ神付近の本層は西端が断層で別苅層に接しているため，下限は不明である。下

部は中粒砂岩と細粒砂岩との互層からなり，中粒砂岩は濡れると灰黒色を呈する。上

部は暗灰色シルト岩からなり，不規則な形状の礫質砂岩が挾在する。

　恵岱別背斜地域の本層からは第 3 表に示すような海棲貝化石が産出した。これらは

砂岩中で団塊あるいは化石帯をなし，泥岩中では散点的である。礫質部では Pecten，

Turri te l la ,  Cardium 帯が観察された。
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第 3 表　峠下層産出化石

　本層の層厚は，恵岱別背斜地域の桜庭の沢上流で最大で約 400m であり，石油沢地

域では通常約 100m となり，南部の恵岱別川では薄化して 40m となる。なお，山ノ

神付近では約 300m である。

　本層は新十津川層群の下部を構成するものであり，滝川図幅 18) 地域の六号線沢層，

西徳富図幅 28) 地域の前田の沢層，月形図幅 19) 地域の須部都層下部および厚田図幅 16) 地

域の発足層にほゞ対比され，上部中新統に属する。

　なお，森下晶・他 8) の北竜砂岩層の基底は，北部地域 ( チバベリ ) では峠下層の基

底と一致するが，石油沢以南の地域では増毛層の砂岩層の基底に相当することが明ら

かになった。

Ⅱ．3．2　増　毛　層

　本層は岩相によって下位から泥岩層・砂岩層および硬質頁岩層に区分される。下位

の峠下層との関係は整合漸移であり，下部は一部同時異相関係にある。

　泥　岩　層

　本層は東部地域では恵岱別背斜・国領向斜および信砂背斜部に発達しており，北西

部地域では箸別川および暑寒別川の支流である根の沢に分布している。本層は留萠地

質図幅 12) における増毛層泥岩層に相当するものである。

東部地域における本層は，恵岱別川本流および尾白利加川本流でよく観察され，暗
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灰色〜灰色の泥岩および砂質泥岩からなり，灰色〜青灰色軟質細粒砂岩の薄層を挾有

している。泥岩および砂質泥岩は一般に軟質であり，水に濡れると容易に崩壊して泥

となり，色もまた淡青灰色となる。泥岩と砂質泥岩とは判然と分離していないが，大

観すると厚い互層をなしている。また，砂質泥岩には植物破片が非常に多いために縞状

を呈しており，容易に層理面を知ることができる。泥岩中には球状あるいは扁平な石

灰質団塊と玄能石とがかなり多く含まれており，団塊には最大径 2m に達するものが

ある。砂岩は恵岱別背斜の西翼では比較的少ないが，東翼では発達しており，とくにポ

ンチバ沢付近では多く，ところによって泥岩とみごとな互層をなすようになる。この

ほか恵岱別背斜東翼の石油沢付近に，厚さ 2m の海緑石を含む細〜中粒砂岩を挾有し

ている。

　信砂川チャッチャ沢の枝沢で，本泥岩層中に粗粒玄武岩質の火山角礫岩および凝灰

角礫岩層が挾在している。この凝灰角礫岩層の分布は局地的なものではあるが，本泥

岩堆積時の火成活動の一つとして注目に値する。

　本岩の下部は主として暗緑灰色の火山角礫岩からなり，峠下層の砂岩と接している。

厚さは約 100m であり，角礫の径は 5cm 内外である。上部は成層した凝灰角礫岩を

主とするもので，全体的に緑色を呈し，一部に数 10cm 〜 1m の凝灰質砂岩を挾有し，

層厚は約 60m である。角礫の径は 1 〜 2cm のものが多く，円味を帯びているものも

かなりある。

　このほか，同時期の活動と思われるものに，南隣西徳富図幅地内のワッカウェンベ

ツ川上流地域において，増毛層の下部砂質泥岩層中に，同質の凝灰角礫岩が発達して

いる。

　北西部地域の箸別川西之沢の本層は，背斜の軸部にあって，層理に乏しい灰色軟質

の泥岩からなり，多くの石灰質団塊を含み，また Cyclammina sp.  を産する。根の沢

に分布する本層は，青灰色細粒砂岩を挾む塊状，灰色の泥岩〜シルト岩からなり，砂

岩は植物破片を多く含んでいる。

　東部地域の本層から第 4 表に示すような海棲貝化石が産出した。

　これらの化石のうち Yoldia ,  Port landia ,  Acila ,  Dental ium,  Macoma などは泥

質の部分 , Cardium ,  Turri te l la ,  Natica ,  Neptunea などは砂質の部分からとくに

多く産する。なお，本層中には魚鱗が非常に多く産するのを特徴としている。
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第 4 表　増毛層 ( 泥岩層 ) 産出化石
Molluscan fossi ls  f rom the Mashike formation(Mudstone bed)

　本層の層厚は，東部地域の恵岱別背斜部では平均 500m で，最大 700m( 北部 ) であ

る。国領部落付近では下限が不明であるが，厚さ 450m 以上である。北西部地域の箸別

川西之沢では厚さ 100m，根ノ沢では約 200m である。

　本層は前述のように北隣留萠図幅 12) 地内の増毛層泥岩層に連続し，森下晶・他 8) の

北竜砂岩層の中部にあたるものである。また，南隣西徳富地質図幅 28) および南東隣滝

川地質図幅 18) の増毛層泥岩層とも同一の地層であり，樺戸山地における新第三系中部

の重要な一部層をなすものである。さらに本層は，樺戸山地南部地区の月形地質図
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幅 19) の須部都層，および厚田地質図幅 16) の厚田層にほゞ対比される。

　砂　岩　層

　本層は増毛層の中部を構成し，恵岱別背斜・国領向斜および信砂背斜翼部に帯状に

分布しており，恵岱別川本流および尾白利加川本流の三ツ橋部落―国領部落間でよく

観察される。下位の泥岩層との関係は通常漸移関係にあり，一部ではまた同時異相の

関係にもある。

　本層は通常，塊状，無層理の暗灰色〜灰色細粒〜中粒の砂岩からなり，風化して帯

褐灰色を呈し，粒度が比較的均一であるため滑らかな風化崖を形成する。砂粒中には

赤色粒 ( 主として赤色チャートからなる ) および“白ツブ”( 軽石粒 ) をかなり含ん

でおり，他の砂岩と区別することが容易である。このほかまれに炭質物および泥灰質

団塊を含み，層状を呈するところもある。

　また本層にはしばしば凝灰岩が挾在しているが連続しない。これらは東部地域で発

達しており，石油沢の恵岱別背斜東翼の上部では層厚 25cm の暗緑灰色火山砂質凝

灰岩が，背斜西翼の下部では厚さ 2 〜 5cm の軽石質凝灰岩が存在する。

　三ツ橋部落付近に露出する本層は，帯褐暗灰色を呈し，粒度は粗粒となり一部には

細礫岩をも含んでいる。礫は主として粘板岩・赤色チャート・安山岩および軽石粒な

どからなり，炭質物もかなり含んでいる。また部分的に灰〜暗灰色を呈し，炭質物を

多く含む縞状砂質泥岩および縞状シルト岩を挾有することがある。

　本層からは散点的ではあるが，第 5 表に示すような海棲貝化石を産出した。

　本層の層厚は恵岱別川流域で約 200m，国領部落〜三ツ橋部落付近で最大で約 250

m である。

　恵岱別背斜西翼の本層は，北部に次第にその厚さを減じ，地域内北端部で尖滅して

上位の硬質頁岩層と下位の泥岩層とが接している。これらの関係は，信砂川支流チャ

ッチャ沢でよく観察される。

　本層は南隣西徳富図幅 28) 地域および南東隣滝川図幅 18) 地内の増毛層砂岩層に連続

するものであり，樺戸山地南部地域に広く発達している盤の沢層 16) にほゞ対比される

ものである。
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第 5 表　増毛層 ( 砂岩層 ) 産出化石
Molluscan fossi ls  f rom the Mashike formation (Sandstone bed)

　硬質頁岩層

　本層は増毛層上部を構成し，従来から増毛硬質頁岩層と呼ばれていた。本図幅地域

内においては東部地域の恵岱別背斜・国領向斜・信砂背斜および恵岱岳背斜翼部に分

布し，恵岱別川本流の恵岱別背斜西翼で標式的に発達している。また，北西部地域の

暑寒別川支流の堤の沢および箸別川西之沢にも分布している。

　本層と下位層との関係は東部地域では砂岩層と，北西部地域では泥岩層と接してい

るが，いずれも整合漸移関係にある。

　本層は主としていわゆる硬質頁岩 (hard shale)，すなわち凝灰質の暗灰色硬質の

泥岩と灰色のシルト質泥岩との薄互層からなるが，地域によっては岩質を多少異にし，

凝灰質泥岩または砂質泥岩へと移化している部分もみられる。全域を通じ本層の中部

には層厚 10 〜 20cm の灰白色安山岩質凝灰岩を 1 〜 2 枚挾有している。硬質頁岩は

風化すると淡灰色となり錐状に破砕し，とくに赤銹を生じるのを特徴とする。また，

泥灰質団塊が多く，扁平あるいは球状を呈し，径 2.5m に達するものがある。恵岱別背

斜西翼部では硬質頁岩は明瞭な板状層理を示すが，これに反して恵岱別背斜東翼にお

いては，層理の不明暸な塊状の硬質の泥岩を主としている。この岩相変化関係は東西
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方向とともに南北方向においても観察され，北部では比較的板状であるのに反して，

南部ほど塊状を呈している。しかし，泥灰質団塊および凝灰岩の産状には，それほど

の地域的差異は認められない。

　国領部落南部において，本層は地質図に示したように，薄化尖滅している。このこ

とは恵岱別背斜両翼ともに現われる地域的な現象である。すなわち東翼では三ツ橋部

落付近から南東隣滝川図幅地域内の八十万坪付近にかけて，西翼では尾白利加川本流

から群馬沢にいたる地域で，硬質頁岩は砂質物を増し，色も暗灰色から灰色となり薄化

する。なお，硬質頁岩は南隣西徳富図幅地域内でふたゝび発達している。

　一方，恵岱別川中流の恵岱岳背斜部・暑寒別川支流堤の沢および箸別川西之沢流域

に分布する本層は，幾分軟質となり，灰色の泥岩をかなり挾有している。北西部ニナ

イベツ川の本層には，シルト岩および砂岩を著しく含む。

　本層中からは，第 6 表に示すような海棲貝化石を産した。これらは通常散点的に産

するものであるが，恵岱別川中流では Macoma の個体数を多く産する処がある。

第 6 表　　増毛層 ( 硬質頁岩層 ) 産出化石
Molluscan fossi ls  f rom the Mashike formation (Hard shale  bed)  

　このほか魚鱗および Makiyama  sp . を多産し，棘皮動物として cf .  Archaespneus-

tes  sp . を産した。

　本層の層厚は，恵岱別背斜両翼で約 150m，国領背斜両翼で約 200m，堤の沢で約

200m，西之沢で約 100m である。



20

　安山岩質凝灰角礫岩は国領部落北方標高 649.7m 地点を中心として発達しており，

鴨居沢上流の崖でよく観察される。

　鴨居沢上流の崖における本岩の基底は，径 2 〜 3cm の礫を含む層厚約 2m の火山

円礫岩で，レンズ状の硬質泥岩や泥灰質団塊を含み，下位の砂岩層と接し，その上位

に層厚 3 〜 5m の暗灰色硬質頁岩と，4 〜 5m の凝灰角礫岩とが互層をなして発達し

ている。本岩は暗灰色〜帯褐灰色を呈し，緻密な径 3 〜 5cm の亜角礫ないし角礫を

含んでいる。

斑晶：斜長石・普通輝石および紫蘇輝石

斜長石は清澄で，0.5mm からまれに 5.0mm に逹する。普通輝石は 0.4mm

前後の粒状を示し方解石化している。

石基：斜長石。単斜輝石・鉄鉱・燐灰石およびガラス

塡間組織を示す。

本層は，留萠図幅 18) 地内および西徳富図幅 28) 地内の増毛層硬質頁岩層に連続する

ものであり，中新統最上部を占めている。また，天北地方の稚内層および樺戸山地南

部地域の望来層 16) にほゞ対比される。

Ⅱ．4　 深 川 層 群

　本層群は図幅地域内の新第三系上部に位置し，新十津川層群を整合に覆い，鮮新世

に属する。

　恵岱別背斜東部の本層群は，滝川図幅 18) 地内および西徳富図幅 28) 地内の深川層群

幌加尾白利加層の延長であり，さらに，恵岱別背斜西部から留萠図幅地域 12) にかけ

ての留萠層下部塊状砂岩層は，妹背牛および留萠両図幅地域の調査研究によって，幌

加尾白利加層と同一の地層であることが判明した註 5)。

　本図幅地域内では堆積岩を主体とする地層を留萠層としたが，図幅地域西部におい

て同時期に行なわれた火成活動による膨大な量の噴出岩類 ( 信砂火山噴出岩層 ) も，

本層群に含められるべきである。

註 5)　滝川地質図幅 18) および小林　勇：北海道深川―滝川盆地周辺の新第三紀層の研究―留萠層と滝川層との関
係について，1959(M.S) による。
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　留　萠　層

　本層は増毛層を覆って地域内に広く発達し，主として堆積岩類からなる部分は，本

図幅地域の東部と北西部とに分布し，下部の塊状砂岩層と上部の珪藻土質泥岩層とに

分けられる。地域中央から南西部にかけては，主として火山噴出岩類からなる信砂火

山噴出岩層と指交する。信砂火山噴出岩層は，大部分が塊状砂岩層と同時異相の関係

にあって，一部は珪藻土質泥岩層とも同時異相関係の疑いがある。

　本層は北隣留萠図幅 12) 地域内の留萠層と同一の地層であり，塊状砂岩層と珪藻土質

泥岩層も，既刊の留萠地質図幅説明書のそれぞれに相当するが，地質図上では両者の

分布が多少異なっており，珪藻土質泥岩層の基底が，留萠地質図幅で表現されている

よりも南に広く分布する。

　また図幅地域東部の本層は，東隣妹背牛図幅〜南東隣の滝川図幅地域にかけて広く

発達している幌加尾白利加層に連続している。

　本層は Conchocele  bisecta ,  Linthia nipponica などの海棲化石を産し，幌加尾白

利加層は Fort ipecten takahashi i ,  Linthia nipponica などの海棲化石を産するこ

とを特徴としているが，いずれも深川層群に属する。

　塊状砂岩層

　本層は主として地域内の東部に分布している。

　本層と下位の増毛層との関係は整合漸移であり，一部では境界が不明瞭となる。ま

た信砂火山噴出岩層とは指交関係にある。

　本層は通常無層理塊状の砂岩からなるが，地域によって多少異なった岩相を呈して

いる。

　恵岱別背斜東翼における本層は一般に灰色〜青灰色を呈する塊状砂岩からなり，風

化して淡灰〜淡黄灰色となり，ときに黄色のシミを生ずる。川岸には，表面が滑らか

で，風化して灰白色を呈する大きな崖を形成することが，しばしばある。また，下部

は多少泥質であり，扁平な泥灰質団塊および硬質な砂質泥岩をまれに挾有し，層理の

あきらかな場合もあるが，上部は塊状の細粒砂岩からなり，泥灰質団塊もまた円味を

帯びて散点するにすぎない。砂粒は円味を帯びており，本地域では凝灰質物が少ない。
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図版 1　恵岱別川ペンケペタン向斜軸部における留萠層 ( 塊状砂岩層 ) の乱堆積

恵岱別川中流のペンケペタン向斜軸部では本層中に乱堆積が認められる。

　信砂川流域における本層の下部は恵岱別背斜東翼下部の特徴を示しているが，上部

は火山砕屑岩類に富んでおり，凝灰岩・凝灰質砂岩および信砂火山噴出岩層の火山角

礫岩を挾有している。すなわち信砂川支流青山の沢では凝灰岩・凝灰質中〜粗粒砂岩

および火山円礫岩質角礫岩が本層中に含まれ，信砂川本流においても，帯褐灰色の凝

灰質粗粒砂岩および火山角礫岩薄層が，数枚存在する。これら凝灰角礫岩および火

山角礫岩などは，信砂火山噴出岩層の一員である註 6)。

　箸別川下流および暑寒別川下流の本層は，泥質相が卓越し，地質図上では砂質相の

卓越する部分とは区別して塗色した。これらの地域においては硬質頁岩層の上部は次

第に塊状の泥岩となる。この泥岩は風化面に沿って不規則に割れ，乾燥すれば白色の

細片となり，軽量で，岩質のみでは後述する珪藻土質泥岩層との区別は困難であるが，

扁平な泥灰質団塊や，厚さ 10 〜 20cm，まれに 1m に及ぶ硬質頁岩を挾有することに

註 6)　地質図上では，これらのもののうち，大規模のもののみを信砂火山噴出岩層に塗色した。
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より区別される。

　本層中からは散点的ではあるが第 7 表に示すような海棲化石を産した。

第 7 表　　留萠層 ( 塊状砂岩層 ) 産出化石
Molluscan fossi ls  f rom the Rumoi formation (Massive sandstone bed)  

　本層の層厚は信砂川流域で約 350m，ペンケペタン川流域で約 200m である。

　本層は，岩相および産出化石から，樺戸山地南部の当別層に対比される。

　珪藻土質泥岩層

　本層は，北隣留萠図幅 12) 地域内にある増毛付近の半盆状構造の南端部として，新信

砂川および箸別川の支流子川に，信砂火山噴出岩層を覆って分布している。

　本層は主として暗灰色，軟質の凝灰質ないし珪藻土質の泥岩であって，塊状を呈し，

風化面に沿って不規則に割れ，風化乾燥して白色となり，大きな崖をつくって露出す

ることが多く，走向・傾斜は不明暸である。しかし，ときには灰白色の凝灰岩を挾有す

ることがあり，これは風化すると暗灰色となり，白色の泥岩と好対照を示す。箸別川

の支流子川では本層は塊状の凝灰質シルト岩となり，風化面上で処々に長さ 10 〜 20

cm の掻き傷のような跡を示す特徴がある。

　新信砂川下流に分布する本層中，基底部近くに一部凝灰質シルト岩が分布する以外

は，おゝむね凝灰質ないし珪藻土質泥岩であり，亜炭の薄層を挾有する場合がある。

　本層から第 8 表のような化石が産したがいずれも保存悪く，印象のみである。

　本層と下位層との関係については，留萠地質図幅 12) でくわしく述べられているが，

2，3 つけ加えるべき点がある。すなわち留萠図幅地域では，本層は下位の塊状砂岩



24

第 8 表　　留萠層 ( 珪藻土質泥岩層 ) 産出化石
Molluscan fossi ls  f rom the Rumoi formation (Diatomaceous mudstone bed)

層に礫岩を基底として接するとし，吾妻 25) もこの礫岩を滝川層の基底角礫凝灰岩とし

て，下位とは非整合〜不整合関係で接するとしている。この礫岩は火山円礫岩と凝灰

質砂岩であり，箸別川の支流子川・新信砂川などにおいては，これが厚く発達して信

砂火山噴出岩層の凝灰質砂岩となっている。

　この関係を各地の岩相柱状図で示すと第 6 図の通りである。その結果，留萠地質図

幅で本層の基底とされた礫岩を本地質図幅では信砂火山噴出岩層の一員とし，本層を

泥岩−シルト岩部に限定してあらわした。

第 6 図　　北部における留萠層岩相柱状対比図

　信砂火山噴出岩層　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本層は主として塊状砂岩層と指交し，一部は珪藻土質泥岩層と同時異相の関係にあ
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って，火山噴出物を主とする地層である。本層は東部の信砂川流域では，塊状砂岩層

に凝灰〜火山角礫岩あるいは凝灰質砂岩として挾在しているが，南西部に向かうほど

火山角礫岩および熔岩が卓越し，南隣西徳富図幅 28) 地域の徳富川熔岩集塊岩層，西隣

雄冬図幅 29) 地域内の雄冬熔岩火山角礫岩層および岩老熔岩火山角礫岩層へと連続し，

鮮新世において樺戸山地で広く行なわれた火山活動による堆積物の一部である。

　本層は徳富川・恵岱別川・新信砂川上流・信砂川および箸別川に分布し，主として

安山岩質火山角礫岩および熔岩からなるが，他に凝灰角礫岩・火山円礫岩・凝灰質砂

岩および玄武岩質熔岩も発達し，地域によって差がみられるので，地域ごとに記述す

ることとする。なお，地質図幅では“橄欖石玄武岩質熔岩”・“火山円礫岩および凝灰

質砂岩”・“角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩”，およびそれら以外の主とし

て“紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩および火山角礫岩”に区分して塗色した。

　徳富川上流地域のもの

　この地域の本層は南隣西徳富図幅地域の徳富川熔岩集塊岩層 28) の連続である。紫蘇

輝石普通輝石安山岩質熔岩および火山角礫岩を主とし，西徳富図幅地域内ではこれに

玄武岩を含んでいるが，本地域では 1 枚の角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩

を挾有する。なお，火山角礫岩は部分的に凝灰角礫岩から凝灰質砂岩となっている。

　本層には黄鉄鉱の鉱染，白色粘土化および珪化などの変質作用を著しく蒙った部分

が多く，暑寒別岳南麓では珪化された部分が馬蹄形に突出している。

　紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩および火山角礫岩は，本地域において大部分を占め，

比較的新鮮なものは暗青灰色〜灰黒色で，斜長石斑晶が目立つ。

斑晶：斜長石・普通輝石および紫蘇輝石

斜長石は卓状で累帯構造を示すものが多い。まれに融蝕された石英や橄欖

石の認められることがある。

石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱および燐灰石

ガラス基流晶質で，緑泥石化および炭酸塩化作用を受けている。

　角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩は，徳富川の左支流の紫蘇輝石普通輝石

安山岩質熔岩・火山角礫岩中に 1 枚挾在している。本岩は外観暗灰色で，斜長石と輝

石の斑晶が認められる。

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および角閃石
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斜長石は卓状あるいは融蝕を受けた形を示し。内核部の汚濁したものが多

い。紫蘇輝石は長柱状で，X ′：淡褐色，Z ′：淡緑色の多色性を示す。角閃石

は 1.0 〜 4.0mm 大で，黒色オパサイト縁のあるもののほかに，輝石オパサ

イト化したものがみられ，中核にある角閃石は X：淡黄色，Y：褐色，Z：

濃褐色の多色性を示し，ĉZ ＝ 17°である。その他，径 2.0mm ほどの紫蘇輝

石・普通輝石・斜長石および角閃石からなる等粒半自形組織を示す包有物

が認められる。

石基：斜長石・単斜輝石・紫蘇輝石・ガラス・鉄鉱・燐灰石および鱗珪石

ガラス基流晶質である。

　恵岱別川，ペンケペタン川流域のもの

　本地域の信砂火山噴出岩層は塊状砂岩層と指交して恵岱岳背斜部から西方に分布し

主として紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩および火山角礫岩からなり，一部に自破砕熔

岩および凝灰質砂岩を含んでいる。

　紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩は，恵岱別川上流に火山角礫岩とともに分布する。

斑晶：斜長石・普通輝石および紫蘇輝石

斜長石は一般に清澄である。紫蘇輝石は単斜輝石の反応縁をもつ。恵岱別

川最上流，すなわち，徳富川上流に近づくと，融蝕された石英あるいは橄

欖石をまれに含み，徳富川上流の岩質に似る。

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラスおよび燐灰石

ガラス基流晶質あるいは塡間組織を示す。

　本岩の一部は，恵岱岳背斜部における恵岱別川南岸の急崖において自破砕熔岩とな

っている。

　火山角礫岩は，部分的に凝灰質砂岩あるいは凝灰角礫岩に移化しているが，大部分

は 5 〜 20cm 大の亜円〜亜角礫を含み，基質は一般に緻密，堅硬である。角礫は大部

分が熔岩と同質の紫蘇輝石普通輝石安山岩からなるが，ほかにきわめてまれに橄欖石

玄武岩が含まれる。

　凝灰質砂岩はペンケペタン川に比較的まとまって分布し，層理がよく発達した中〜

粗粒の岩石であり，柱状節理のよく発達した厚さ 2 〜 3m の熔岩を挾有することが，

白竜の滝から望見される。恵岱別川にも炭化木片を含む厚さ 3 〜 4m の本岩が，富の

沢・本流・尾花の沢にかけて一層認められ，富の沢においては本岩中に後述する化石

林が存在する。尾白利加川上流においては，火山角礫岩が分布し，一部に凝灰質砂岩

を挾有する。
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　信砂川流域のもの

　本地域にみられる信砂火山噴出岩層は，塊状砂岩層と指交し，大部分は安山岩質火

山角礫岩，一部は橄欖石玄武岩質熔岩および凝灰質砂岩からなり，墓地の沢・青山の

沢および加藤の沢など西側から注ぐ各支流において観察される。

　安山岩質火山角礫岩は，前述のように凝灰質になった塊状砂岩層と指交あるいは移

化の関係にあり，明確な境界を示さないことも多い。地質図上では比較的まとまった

ものを本岩に塗色したので，部分的には凝灰角礫岩あるいは火山円礫岩も含まれる。

本岩は主として安山岩質角礫を含むが，そのほかにも硬質泥岩・砂岩・石灰質団塊も

含まれ，これらの形状も角〜亜円まで雑多である。安山岩質角礫も，橄欖石含有輝石

安山岩・輝石安山岩・角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩・角閃石安山岩などと多様

である。

　墓地の沢で本岩中に挾在する熔岩は，角閃石含有輝石安山岩である。

　橄欖石玄武岩質熔岩は，加藤の沢とその南の無名沢において塊状砂岩層中に 1 枚挾

在し，層厚は約 10m である。青山の沢中流では，層厚約 2m の岩滓層が塊状砂岩中

に挾在しているが，これも本岩の活動に関連するものと考察される。

　本岩は 50 〜 100cm 間隔のほゞ水平の節理を示し，幅 10cm 前後の石英脈により

貫かれている。肉眼では帯褐灰色を示し，変質した岩石である。

斑晶：橄欖石

緑泥石によって置換され，仮像のみである。

石基：斜長石・単斜輝石および鉄鉱

間粒状組織を示す。

　凝灰質砂岩は，加藤の沢上流において凝灰角礫岩中に挾在し，層厚は約 15m であ

る。本層は中〜粗粒で黄褐色を示し Glycimeris  sp. ,   Patinopecten yessoensis  (JAY)

の破片をはきよせ状に産する。

　新信砂川・箸別川流域のもの

　本地域の信砂火山噴出岩層は，熔岩・火山角礫岩・火山円礫岩・凝灰質砂岩および

泥岩などの多様の岩相を示し，北方に開いている半盆状構造をなしている。

　熔岩および火山角礫岩は，上流部に分布し，岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩質であ

って，恵岱別川流域に分布する熔岩・火山角礫岩と鏡下の性質において大差は認めら
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れない。たゞ，新信砂川上流において，熔岩中に，幅 10cm 前後の暗紫色，緻密な

部分と，幅 2 〜 4cm の灰白色，軟弱な凝灰質部分とが，ほゞ垂直の縞状構造を示す

部分が 2 ヵ処認められ，北部のものは延長約 400m にわたって縞状を呈している。

　縞状構造は東西性の走向をもち，傾斜は垂直に近い急傾斜を示している。この部分

と周辺の塊状の熔岩とは漸移するようであり，地形的にも別段の変化は認められない。

この縞状構造の暗紫色部分を検鏡すると，斜長石・紫蘇輝石および普通輝石の斑晶を

含み，斜長石は新鮮で累帯構造は認められない。輝石はいずれも黒色物に縁どられ，

紫蘇輝石は多色性が著しい。石基は微珪長質を示し，鱗珪石・ガラスおよび斜長石か

らなる。灰白色部もほゞ同質のものからなるが風化が激しく，斜長石も破片が多い。

　火山円礫岩・凝灰質砂岩および泥岩は，新信砂川および箸別川の支流子川において

前記の熔岩・火山角礫岩と指交しながら半盆状構造の中軸部を形成し，比較的まとま

って分布しているので，熔岩・火山角礫岩と区別して，前述した凝灰質砂岩と同色に

塗色した。各岩相の移化状態の一部は，第 6 図に示したとおりである。

　凝灰質砂岩はもっとも広く認められ，新信砂川上流および箸別川の支流子川におい

て観察される。新信砂川では火山角礫岩と移化あるいは指交し，一部は凝灰角礫岩を，

まれには薄い泥岩を挾み，また礫質となっているが，大部分は中〜細粒，塊状で褐灰

色を示し，もろく砕けて砂粒が四散する。鏡下では大部分が斜長石および石英粒や安

山岩片であり，また輝石・角閃石まれに黒雲母が認められる。箸別川の支流子川の本

岩は亜炭層を挾む凝灰質泥岩を非整合的に覆い，珪藻土質泥岩層に覆われる。大部分

は茶褐色で直径 2.0mm 前後の安山岩の円粒からなっているが，一部では青灰色の

塊状中粒砂岩があって軽石を多く含んでいる。留萠図幅地域 12) においては，本岩の一

部にあたる磨砂層 ( 石英砂 ) と呼ばれる岩相が，珪藻土質泥岩層の基底部として，火

山円礫岩を伴なって広く分布している。この磨砂層は，石英粒の多い白色の細粒砂岩

で，層厚 3 〜 10m，中部に層厚約 50cm の泥岩を挾有しており，新信砂川・ピンナ

イ沢・カイ沢において認められる。

　凝灰質泥岩は箸別川の支流子川で観察される。下部 ( 上流 ) では火山円礫岩と互層

し，上部 ( 中流 ) では塊状で，黄褐色の軟質凝灰質泥岩となり，安山岩の角〜亜角礫を，

ときには砂質の部分を不規則に含んでいる。また，本岩の最下部には亜炭の薄層を挾

有する。亜炭層は 50cm の間に厚さ 1cm 前後の薄層が 9 層認められ，前述の凝灰
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質砂岩により非整合的に覆われている。このことは，化石林の存在とともに，本層の

堆積中に時間的間𨻶が存在したことを示すものであろう。

第 7 図 　   信 砂 火 山 噴 出 岩 層 中 の 非 整 合

 

　火山円礫岩は箸別川の支流子川の上流に認められ，凝灰質泥岩および火山角礫岩と

互層している。本岩の基質はもろい凝灰質砂岩からなり，5 〜 20cm の輝石安山岩の

亜円礫を含んでいる。

　ポン暑寒川流域のもの

　本地域の信砂火山噴出岩層は，普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩質熔岩および安山岩

質火山角礫岩〜凝灰角礫岩からなっている。

　普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩質熔岩は，ポン暑寒川中流で観察され，変質した黝

黒色の岩石である。

斑晶：斜長石・角閃石・紫蘇輝石および普通輝石

斜長石は累帯構造を示し，内核部は汚濁することが多い。角閃石の大部分は，

その内核は黒色オパサイト，外縁は輝石オパサイト化している。まれに核心

部に残存する部分は X：淡黄褐色，Y：淡褐色，Z：褐色の多色性を示し，

ĉZ ＝ 20°である。紫蘇輝石の多色性はきわめて弱い。

石基：斜長石・紫蘇輝石・鉄鉱・ガラスおよび燐灰石

ガラス基流晶質である。
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　火山角礫岩および凝灰角礫岩は，塊状砂岩層と指交し，凝灰質砂岩に移化して，明

暸な境界を求めることの困難な場合が多い。本岩の角礫は大部分が紫蘇輝石普通輝石

安山岩からなるが，一部に普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩および石英安山岩も認めら

れる。なお，上流部では本岩の間に塊状砂岩層の凝灰質泥岩を挾有し，そのなかに硬

質頁岩の薄層が認められる。

　付 ) 化石林 22)

　恵岱別川支流富の沢において，信砂火山噴出岩層の凝灰質砂岩中に化石林がみられ

る。

　化石林は凝灰質泥岩中に根を張って直立し，中〜粗，礫質の凝灰質砂岩によって埋

められている。昭和 30 年には A B 2 本 ( 第 8 図 ) の樹株が認められた。樹株は黒褐

色〜褐色を呈し，炭化度が低く，軟質で年輪が比較的明暸であり，これによると樹株
註 7)A は樹齢約 200 年株樹，B は同じく約 280 年である。樹株 B は昭和 33 年には流

水のために破壊されていたが，樹株 A は図版 2 の形状を示していた。

第 8 図 　 　 化 石 林 ( 恵岱別川富の沢，1955 年スケッチ )

註 7)　北海道大学農学部石田茂雄助教授によって現生の Abies に近縁な材質と鑑定された。
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図版　2　　樹　　　　株　　　　A

Ⅱ．5　別　苅　層

　本層の標式地は西隣雄冬図幅地域内別苅部落付近であり，その連続が本図幅地域北

西隅のニナイベツ川・暑寒別川流域にわずかに分布している。本層は雄冬図幅地域内

の別苅−雄冬間に発達する火山噴出物と同時異相の関係にあって，岩相の変化が著し

く，かつ化石の産出少なく，さらに前述の新第三系の地層とは断層で接していること

が多いために，明確な層準を決定することができないが，岩相からみて，おゝよそ増

毛層上部から留萠層下部にあたるものと推定される。本地域にはその上部が分布して

おり，主として泥岩からなる。

　暑寒別川およびポン暑寒川に分布する本層は，峠下層と断層で接し，留萠層の塊状

砂岩層の泥岩とよく類似している石が，石英安山岩質岩脈の迸入の影響をうけた部分は，

暗灰色を呈し，幾分硬化している。

　ニナイベツ川において観察される本層は，一部に硬質頁岩の薄層を挟む凝灰質泥岩



32

であり，箸別川下流および暑寒別川下流の留萠層の泥岩部と同じ岩相を示すが，雄冬

図幅地域内になると砂岩を挾み，岩相変化が著しく，雄冬熔岩火山角礫岩層の火山噴

出物と指交する。

　本層の層厚は下限不明であるが，400m 以上に及ぶものと推定される。

Ⅱ．6　恵岱岳玄武岩類

　本図幅地域中央南部で，雨竜沼を中心として標高 900m 前後，東西約 4km，南北

約 5km の平坦地をつくり，主として橄欖石玄武岩からなる本岩類が分布する。東縁

には標高 1,000m 前後の恵岱岳および群馬岳があって，東方に向かって急崖をなして

おり，西方に向かっては緩やかな斜面をなして南暑寒岳火山岩の下に没し，さらに一

部は南隣西徳富図幅地域に及んでいる。

　本岩類は信砂火山噴出岩層を不整合に覆い，富の沢における観察では，下位から，

1 ) 火山角礫岩，2 ) 橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩，3 ) 紫蘇輝石含有橄欖石

第 9 図 　 恵 岱 岳 玄 武 岩 柱 状 図
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玄武岩，4 ) 火山角礫岩，5 ) 橄欖石玄武岩からなっており，尾白利加川支流のペン

ケペタン川では，安山岩質火山角礫岩が信砂火山噴出岩層の凝灰質砂岩を不整合に覆

い，さらに比高で 60m の上流に紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩の熔岩がみられる。

　地質図幅上においては，紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩の熔岩の現われる処から上部を

玄武岩質熔岩に，以下を安山岩質火山角礫岩に塗色した。

　本岩は雨竜・空知地方において第三系を貫いて点在し，その一部は本図幅地域内に

も及んでいる橄欖石玄武岩の岩脈，あるいは熔岩丘の活動と，密接な関連があると考え

られる。

Ⅱ．6．1　安山岩質火山角礫岩

　本岩は恵岱岳玄武岩類の下部を構成し，富の沢・ペンケペタン川および尾白利加川

上流で観察される。

　富の沢および尾白利加川上流における本岩は，分級作用をうけた厚さ 3 〜 5m の火

山角礫岩層の累重したもので，一層の火山角礫岩の下部は拳〜人頭大の亜角礫を含み，

上部に移るにしたがって角礫の量，大きさともに減少し，遂には細粒凝灰岩もしくは

凝灰質泥岩となっている。このことによって下位の信砂火山噴出岩層と区別される。

ペンケペタン川においては，分級淘汰されてはいないが，下位の凝灰質砂岩を不整合

に覆うことによって区別される。

　本岩の角礫を富の沢において観察すると，大部分は暗灰色の輝石安山岩で，まれに

角閃石安山岩および石英安山岩が認められる。

　本岩は富の沢において橄欖石玄武岩の岩脈により貫かれている。この岩脈は本岩類

の上部の橄欖石玄武岩質熔岩の活動に関係するものであろう。

　紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩は，富の沢において，前述の火山角礫岩中に 2 枚認

められる。厚さはいずれも 5m 前後であるが，ほかにもレンズ状に熔岩が認められる。

本岩には板状節理が発達し，黒色で少量の斜長石と輝石の斑晶が肉眼で認められる。

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および橄欖石

斜 長 石 は 平 均 1.0mm で 融 蝕 さ れ た り， 汚 濁 帯 の あ る も の が 多 い。 紫 蘇

輝石にはまれに単斜輝石の反応縁がある。橄欖石はきわめて少量である。

石基：斜長石・単斜輝石・紫蘇輝石・ガラス・鉄鉱・燐灰石および少量のクリス

トバル石
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ガラス基流晶質〜塡間組織を示す。

Ⅱ．6．2　玄武岩質熔岩

　本岩は紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩と橄欖石玄武岩とからなる。富の沢においては，

前者が紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩の上位に約 7m の厚さで覆い，次に安山岩質火

山角礫岩があり，その上位にふたゝび前者が約 50m あって，その上位に後者が累重し

ている。第 9 図に示されている橄欖石玄武岩の上限よりもさらに厚さ約 100m ほど同

質の玄武岩がつゞくものと推察されるが，露出不良のため確認できない。

　火山角礫岩中の角礫は，大部分が輝石安山岩であり，一部に橄欖石輝石安山岩，ま

れに橄欖石玄武岩が認められる。

　ペンケペタン川では，安山岩質火山角礫岩の上位に紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩の露

出のみが 1 ヵ処認められ，尾白利加川上流と南隣西徳富図幅地域内の徳富川 8 線沢上

流では，紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩が標高 700m 前後に，橄欖石玄武岩が標高約 800m

以上のところに多いことからみて，前者は後者よりも早期に噴出し，噴出量も後者よ

り少なかったものと推定される。

　橄欖石玄武岩は舟橋三男 5)10) による「雨竜空知区」の橄欖石玄武岩と同質の岩石で

あり，紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩は，「雨竜空知区」の橄欖石玄武岩と，「樺戸区」の

紫蘇輝石玄武岩との中間的性質をもつ信砂川中流註 8) の玄武岩と同質の岩石である。

　紫蘇輝石含有橄欖石玄武岩は，灰色の基質に斜長石・輝石および橄欖石の斑晶が肉

眼で認められる。各斑晶の量は部分的に多少異なるやゝ不均質な岩相を呈している。

一般に緻密であるが，ときには空洞に富むこともある。

斑晶：斜長石・橄欖石・普通輝石および紫蘇輝石註 9)

斜長石は最大 3.0mm に達し，内核が汚濁したもの，あるいは汚濁帯のある

ものが多い。橄欖石は 1.0 〜 3.0mm のものが多く，一部には累帯構造や輝

石の反応縁があり，周縁や割れ目に沿ってイディングス石化していること

も あ る。 紫 蘇 輝 石 は 普 通 輝 石 を 両 側 と し た 平 行 連 晶 を 示 す こ と が あ る。

石基：斜長石・単斜輝石・紫蘇輝石・鉄鉱・ガラスおよびまれにクリストバル石

塡間組織を示す。

註 8)　北隣留萠図幅地域内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
註 9)　南隣西徳富図幅地域 8 線沢上流の本岩は，これらの斑晶のほかにオパサイト化した角閃石を含んでいる。
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　橄欖石玄武岩質熔岩は，灰色〜暗灰色を示し，堅硬，緻密で，板状節理がよく発達し，

橄欖石斑晶を肉眼で容易に認めることができる｡

斑晶：橄欖石および普通輝石

橄 欖 石 は 斑 晶 の 大 部 分 を 占 め る。0.5 〜 1.5mm で 自 形 を 示 し， 通 常 は イ

ディングス石化した周縁部をもつが，輝石の反応縁は認められない。普通

輝石は少量である。

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・アルカリ長石および燐灰石

間粒組織を示し，やゝ流理があり，長軸を揃えた斜長石が配列する。

Ⅱ．7　岩脈および熔岩丘

Ⅱ．7．1　岩　　脈

　本図幅地域内では，新第三系の各地層を貫いて，各処に岩脈が分布している。それ

らの迸入時期は，新第三紀末と考えられる。

　これらの岩脈は，少数を除いて幅 2 〜 10m のものが多いが，なかには暑寒別川黒

岩にあるような大岩体もある。岩脈の岩質は粗粒玄武岩・玄武岩・安山岩・石英安山

岩などである。

　粗粒玄武岩質岩脈は，本図幅地域東部の恵岱別背斜を中心として，新第三系の堆積

岩類を貫いている。本岩は脈幅が最小 10 〜 20cm のものから，10m 以上に及ぶものま

であって，3 〜 5m のものがもっとも多く，恵岱別背斜軸部では，後述する玄武岩質

岩脈とあわせて非常に多数認められるので，地質図上では玄武岩質岩脈と一括してそ

のおもなもののみを記入した。また，これらの岩脈は，恵岱別背斜軸部でも，北部の

ポンチバ沢と南部の石油沢から鴨居沢にかけてとくに多く認められ，中間の左沢には

ほとんど認められない。通常ユードロ層や増毛層の泥岩を岩床状に貫くことが多く，

恵岱別川本流から石油沢支流にかけては，脈幅 10 〜 20cm の岩脈と泥岩とが互層状を

なすことさえある。これらの岩脈はその脈際から 2 〜 3m，ときには 10m にわたっ

て泥岩を硬化させて，脱色あるいは灰黒色に変質させている。泥岩が上記の変質をう

けていながら，岩脈が周辺に認められない場合もあり，地下浅処に岩脈の存在が予想さ

れる。

　恵岱別御料地の道路傍において認められる本岩は，厚さ約 12m で，増毛層泥岩層
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を岩床状に貫き，泥岩を灰黒色に変質させている。肉眼では幾分青味がかった灰黒色

〜暗灰色の様相を示し，緻密，堅硬で直径 1.0 〜 3.0mm の杏仁状孔𨻶のなかを沸石

が埋めている。

斑晶：普通輝石

普通輝石は 1.0 〜 2.0mm である。

石基：斜長石・普通輝石・鉄鉱およびアルカリ長石

いずれも 0.3mm 前後でオフ イチック組織を示す。全体に著しく緑泥石化

作用を蒙っている。

　玄武岩質岩脈

　玄武岩質岩脈は分布から本図幅地域東部の新第三系を貫くものと，恵岱岳玄武岩類

の周辺にあって信砂火山噴出岩層や，恵岱岳玄武岩を貫くものとに大別される。

　前者の産状については，粗粒玄武岩質岩脈の項ですでに述べたが，それ以外にも信

砂御料地では脈幅 50m に及ぶ岩体もある。国領部落北方の海抜 650m の山嶺をつく

る岩体は，熔岩丘の疑いもあるが，詳細不明である。これらの鏡下の性質は，恵岱岳

玄武岩類の橄欖石玄武岩にほとんど等しい。

　後者は恵岱別川上流あるいはペンケペタン川において信砂火山噴出岩層を貫き，富

の沢および尾白利加川上流では，恵岱岳玄武岩類の安山岩質火山角礫岩を貫いており，

恵岱岳玄武岩類に関連したものと推察される。ペンケペタン川の岩脈は，白竜の滝・

丸山などをつくり，丸山では節理の発達が著しい。鏡下では橄欖石玄武岩と紫蘇輝石

含有橄欖石玄武岩とがあり，丸山および白竜の滝の岩脈は前者に，恵岱別川上流の岩

脈は両者に属し，恵岱岳玄武岩類の各岩の性質と大差はない。

　安山岩質岩脈は，図幅地域北西部暑寒別川に沿って NE-SW 方向に延びて迸入し

ている長径約 3.5km，短径約 0.6km に及ぶ巨大な岩脈で，南西端では峠下層の砂

岩泥岩互層を硬化させ，また北東端では 3m 大の泥岩塊を包有している。本岩は断層

に沿って迸入したものと考えられ，増毛層および留萠層と別苅層とをへだてている。

柱状節理と板状節理とがよく発達し，六角板状を呈して崩れやすい。また一部では斜

長石斑晶で示される流状構造も認められる。本岩は暗紫青色で風化面では斜長石斑晶

が目立つ。本岩脈は部分によって岩質が異なる。

　紫蘇輝石普通輝石安山岩はおもに北東端にある。



37

斑晶：斜長石・普通輝石および紫蘇輝石

斜長石は清澄で，ときに累帯構造をもつ。紫蘇輝石はまれに認められる。

石基：斜長石・鉄鉱・ガラス・燐灰石およびクリストバル石

微珪長質である。

角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩は，南西端部に認められる。

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および角閃石

斜 長 石 の 中 核 部 は 汚 濁 し て い る。 角 閃 石 は 最 大 2.0mm に 及 び，X： 淡 黄

色，Y：淡褐色，Z：褐色の多色性を示し，ĉZ ＝ 21°でオパサイト縁をもち，

全体が黒色オパサイト化することもある。

石基：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱・ガラス・鱗珪石および燐灰石

ガラス基流晶質である。燐灰石は比較的多い。

　石英安山岩質岩脈は，暑寒別川とポン暑寒川合流点付近の道路沿い，および付近の

小沢入口に露出し，別苅層を貫いて周辺の泥岩を幾分硬化させている。

斑晶：斜長石および石英

斜 長 石 は 中 核 部 が 汚 濁 し， 累 帯 構 造 を 示 す。 石 英 は 最 大 3.0mm に 及 び，

不規則のガラスを包有し，波状消光する。

石基：斜長石・石英・輝石・鉄鉱およびガラス

ガラス基流晶質である。

Ⅱ．7．2　熔　岩　丘

　本図幅地域北西隅ニナイベツ川流域に分布し，紫蘇輝石普通輝石安山岩および石英

安山岩からなり，ともに別苅層を覆っている。

　紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩丘は，標高 321m 通称丸山を形成するが，山頂部は露

出不良で山腹およびニナイベツ川で観察される。

　本岩は風化が激しく，一部では灰褐色粘土状を示すが，節理が残っている。

斑晶：斜長石・普通輝石および紫蘇輝石

斜長石の中核部は汚濁している。

石基：斜長石・単斜輝石・紫蘇輝石・鱗珪石・ガラス・鉄鉱および燐灰石

ガラス基流晶質である。鱗珪石は 0.1mm 前後の溜り状をなし比較的多量

認められる。

　石英安山岩質熔岩丘は，ニナイベツ川と支流の谷地の沢との間に台地状をなして，

別苅層を覆っている。岩体の大部分は西隣雄冬図幅地域内にあって，谷地の沢右岸で

観察され，一部が本図幅地域に及んでいる。
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斑晶：斜長石・石英・紫蘇輝石および角閃石

斜長石は 1.0 〜 4.0mm で，自形，卓状のものは累帯構造をもつが清澄で

あり，破片状のものは汚濁帯を有する。石英は 1.0 〜 3.0mm で不規則な

外形を示す。紫蘇輝石は 0.2 〜 1.0mm で，角閃石はすべてオパサイト化

し，一部に黒雲母が生じている。

石基：斜長石・紫蘇輝石・単斜輝石・ガラスおよび鉄鉱

ガラス基流晶質である。

Ⅱ．8　暑寒別火山岩類

　本図幅地域南西部には新第三系を覆って，第四紀初めに噴出したとみられる火山岩

類が広く分布している。これらの火山岩類は，本図幅地域から西隣雄冬図幅地域にか

けての，新第三紀に火山活動の激しかった地域に，その活動の余映として生じたとみ

られる。

　これら第四紀の火山岩類は，暑寒別岳・信砂岳・南暑寒岳・東群別山などを構成し，

さらに西隣雄冬図幅地域には天狗岳・雄冬山・浜益岳・群別山などの諸峯がみられ，

1,000 〜 1,400m に及ぶ山頂をつくっているが，各山体はいずれも相当に侵蝕されて，

当初の構造形態は復元し難い。

　これらの火山岩類は，従来は，第四紀火山岩全体と，第三紀に活動した火山岩とを

含めて，増毛註 10)・増毛火山体註 11）・増毛火山彙註 12）の名で呼ばれてきた。石川俊

夫註 13) は，暑寒別火山の名で，比較的傾斜の緩い円錘状火山の侵蝕されたものと考

えた。

　これら国領・雄冬両図幅地域内と，一部は西徳富・浜益両図幅地域とを含め，第四

紀初めに噴出した火山岩全体を一つにまとめて，暑寒別火山群と呼ぶこととする。暑

寒別火山群はその分布と岩質とから，雄冬群と暑寒群とに大別される。暑寒群は主と

して本図幅地域内に分布し，暑寒別岳・南暑寒岳・東群別山および信砂岳などからな

り，南隣西徳富図幅地域内にある知来岳もこの群に属するものである。暑寒群は輝石

安山岩質火山角礫岩の活動から始まり，黒雲母橄欖石含有輝石角閃石安山岩の噴出に

終わるまで，各山体いずれも塩基性から酸性へと岩質の変化がみられる。

註 10)　Koto, B.：地質学雑誌，Vol.  23，1916
註 11)　渡辺光・今泉政吉：地理学評論，Vol.  3，1927
註 12)　小林房太郎：火山，1929
註 13)　北の火山，1956
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　雄冬群は大部分が西隣雄冬図幅地域内に分布し，天狗岳・雄冬山・浜益御殿・浜益

岳および群別山などからなり，暑寒群の活動より多少遅れて活動を始め，角閃石安山

岩質火山角礫岩から石英安山岩の活動に至るものである。

　これら両群の境界部では，両群の噴出物が重なり合い，暑寒別岳の西腹部には雄冬

群の，群別山の南東腹には暑寒群の噴出物がみられる。両群の各山頂には明暸な旧火

口の存在は認められず，おそらく初期には地域的に散点して活動をはじめたのが，次

第に成長するとともに山体が結合癒着し，その後の侵蝕作用によって数個の山頂に分

かれ，現在の形をとったものと考えられるが，暑寒群では多少当初の構造形態をうか

がうことができる。

　暑寒別岳・南暑寒岳・東群別山の山頂部は，本図幅地域の南西隅に位置し，山体は弧

状に配列して徳富川の最上流部をとり囲み，基盤の信砂火山噴出岩層の熔岩・火山角礫

岩が海抜約 1,000m の高さまで現出している。各山体を構成する噴出物は中央弧から

放射状に，すなわち暑寒別岳の噴出物は北方〜北東方へ，南暑寒岳の噴出物は東方〜

南東方へ，東群別山の噴出物は南方〜南西方へと分布し，それらの末端部は高さが減

じて，海抜 300m 前後の処もある。このことから，暑寒群の噴出した中心は，大よそ

徳富川最上流地域周辺と考えられる。徳富川と暑寒別川最上流との間の山嶺には，

1,230m 峯石英安山岩の熔岩丘が存在する。このことから，暑寒別岳・南暑寒岳およ

び東群別山は外輪山的性格をもち，1,230m 峯石英安山岩は中央円頂丘的性格をもつ

とも考えられる。

　これらの火山岩の噴出時代は，正確には定めることができないが，この地方におけ

る海抜約 300m の海成段丘面の形成以前に，大部分の噴出が行なわれたと推察される。

　暑寒別火山群は，従来その位置から漠然と那須火山帯の系列に属するものとされて

きたが，黒雲母や角閃石を含む安山岩類によって特徴づけられて，那須火山帯とは性

格を異にするため，近年は別系統の火山とも考えられている。

　勝井 20) はイルムケップ火山・大雪・十勝火山とともに千島弧との関連を重視し，

Ishikawa,  Katsui23) は那須火山帯の亜帯としている。
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Ⅱ．8．1　信砂岳火山岩

　本岩は本図幅地域中央部にあって，信砂火山噴出岩層を覆い，信砂岳の小規模な平

坦面を構成しているが，露出不良のため詳細は不明である。加藤の沢上流で観察され

る本岩の岩質は，後述する暑寒別岳の初期熔岩と似ており，分布からもあるいはその

延長部ではないかとの疑いがあるが，一応区別した。

　本岩は肉眼で暗灰色を示し，1.0mm 前後の斜長石が飛白状に散点する間に，輝石

と橄欖石とが認められる橄欖石紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および橄欖石

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス・アルカリ長石および沸石

　　　ガラス基流晶質で，沸石が溜り状に点在する。

Ⅱ．8．2　南暑寒岳火山岩

　南暑寒岳は本図幅地域南西部，雨竜沼西方にあって，標高は海抜 1,296m である。

山体を構成する火山岩は下部の紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩および火山角礫岩，山

頂部の橄欖石紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩質熔岩であり，信砂火山噴出岩層および

恵岱岳玄武岩類を覆い，山頂部から東方〜南東方に噴出物を拡げている。山頂西方で

は，海抜 1,000m 前後まで信砂火山噴出岩層が露出しているので，基底からの高さは

300m 内外である。なお噴出物の一部は南隣西徳富図幅地域に及び，同地質図幅 28) に

示された大滝山火山噴出物は，本岩の一部に属する。

　紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩および火山角礫岩は，尾白利加川上流・恵岱別川上

流において観察される。尾白利加川上流においては，通常数 m の熔岩と火山角礫岩と

の積み重なりからなっているが，下部においては火山角礫岩が優勢であり，一部では

凝灰角礫岩あるいは火山円礫岩質になっている。

　本岩は肉眼では暗青灰色を示し，斜長石と輝石の斑晶が認められる。

斑晶：斜長石・普通輝石および紫蘇輝石

斜長石は最大 2.5mm 大で内核部は汚濁している。普通輝石と紫蘇輝石と

はほゞ等量である。

石 基： 斜 長 石・ 単 斜 輝 石・ 紫 蘇 輝 石・ 鉄 鉱・ ガ ラ ス お よ び ク リ ス ト バ ル 石

ガラス基流晶質である。

橄欖石紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩質熔岩は，山頂において前述の紫蘇輝石普通輝
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石安山岩質熔岩および火山角礫岩を覆っているが，さらに南方約 1km の海抜 1,200

m の山嶺をも形成することが，地形から推察される。本岩は肉眼で灰白色を呈し，斜

長石斑晶が多く認められる。

斑晶：斜長石・角閃石・普通輝石・紫蘇輝石および橄欖石

斜長石は清澄なものと汚濁した中核部や帯状部のあるものとがある。角閃

石は全体がオパサイト化し，新鮮な部分は認められない。一般に内核部は

微細な鉄鉱と輝石とからなって少量の斜長石が加わり，周辺を細粒輝石が

とりまいている。橄欖石は自形から破片状まであって，輝石とほゞ等量で

あるが，部分的には橄欖石が多いこともある。

石基：斜長石・紫蘇輝石・ガラス・鉄鉱・燐灰石および鱗珪石

ガラス基流晶質である。

Ⅱ．8．3　東群別山火山岩

　東群別山は本図幅地域南西隅に位置し，海抜約 1,350m の独立した山頂をつくり，

西方の群別山とは，海抜約 1,200m の鞍部を挾んで対している。山体をつくる火山岩

図版　3　　東　群　別　山　　( 北方から望む )



42

は，信砂火山噴出岩層を覆い，基底からの高さは約 250m と推察される。本火山岩は，

下部の普通輝石紫蘇輝石安山岩質火山角礫岩と，上部の黒雲母含有紫蘇輝石普通輝石

角閃石安山岩質熔岩および火山角礫岩とからなる。下部の普通輝石紫蘇輝石安山岩質

火山角礫岩は隣接する西徳富・雄冬・浜益の各図幅地域にまで及び，熔岩を挾有する。

　普通輝石紫蘇輝石安山岩質火山角礫岩は，海抜約 1,100m 以上の高さに分布してお

り，西徳富図幅地域との境界部付近で徳富川に合流する支流で観察される。ほとんど

が火山角礫岩からなり，中部に 2 枚の薄い同質熔岩を挾有している。

斑晶：斜長石・紫蘇輝石および普通輝石

斜長石は累帯構造を示し，中核部は汚濁している。また，輝石・燐灰石な

ど を 多 く 包 有 し て い る。 紫 蘇 輝 石 は X： 淡 褐 色，Z： 淡 緑 色 の 弱 い 多 色 性

を示す。普通輝石は紫蘇輝石を中核とする平行連晶をつくることがある。

石基：斜長石・紫蘇輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱・燐灰石および鱗珪石

ガラス基流晶質である。

　黒雲毋含有紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩質熔岩および火山角礫岩は，東群別山の

山頂を構成し，下部約 50m は火山角礫岩から，上部約 50m は板状節理の発達した熔

岩からなっている。本岩は肉眼では灰白色を呈し，卓状の斜長石が多く認められる。

斑晶：斜長石・角閃石・普通輝石・紫蘇輝石および黒雲母

斜長石は卓状で累帯構造を示し，清澄であるが，汚濁した中核部をもつもの

も少数認められる。角閃石は 0.3mm 大のものが多く，X：淡黄色，Y：黄

褐色，Z：濃褐色あるいはほとんど黒色ともいえる多色性を示し，ĉZ ＝約 3°

の酸化角閃石で，黒色オパサイト縁をもっている。普通輝石・紫蘇輝石は

と も に 短 柱 状 を 示 し， 後 者 は X： 淡 褐 色，Z： 淡 緑 色 の 多 色 性 を 示 す。 黒

雲 母 は 葉 片 状 を な し，0.5mm 大 で 少 量 存 在 す る。X： 淡 黄 色，Y： 褐 色，

Z：黒褐色の多色性を示し，オパサイト縁のある場合がある。

石基：ガラス・斜長石・単斜輝石・紫蘇輝石・鉄鉱および燐灰石

ガ ラ ス 基 流 晶 質 で あ る。 ガ ラ ス が 多 く， 一 部 に 0.05mm 前 後 の 斜 長 石 が

長軸を揃えて配列している。

Ⅱ．8．4　暑寒別岳火山岩

　暑寒別岳は樺戸山地における最高峯で，海抜 1,491m を示し，本図幅地域西部に位

置している。その噴出物は北方から北東方にかけて流下し，北麓の山ノ神部落付近で

は，海抜 300 〜 500m にわたり傾斜 4°内外の広い火山性山麓緩斜面をつくっているが
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山頂の南方では海抜約 1,100m のところに基底の信砂火山噴山岩層が露出しているの

で，基底からの高さは 400m 内外である。山頂部は本暑寒およびポン暑寒の比較的平

坦な 2 つの山峯からなり，その間に 1 コの熔岩円頂丘が認められる。

　暑寒別岳の山体を構成する火山岩は，下部から橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩

質火山角礫岩・橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩・黒雲母橄欖石含有紫蘇輝

石普通輝石角閃石安山岩質熔岩が累重し，紫蘇輝石普通輝石含有角閃石安山岩質熔岩

円頂丘が山頂部に認められる。また山体の西腹では，西方の雄冬群起源の噴出物であ

る角閃石安山岩質火山角礫岩が，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩と黒雲母

橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩質熔岩との間に存在している。

　橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質火山角礫岩は，暑寒別岳火山岩の最下位にあ

って，北方から北東方向に流下し，前述のように北方に向かって緩斜面を形成している。

　本岩の露出はきわめて悪く，かつ風化が甚だしいため，山ノ神部落付近の根の沢，

堤の沢上流とポン暑寒川上流において観察されたにすぎない。根の沢上流において本

岩は風化して黄色を呈し，軟質ローム状の基質に人頭〜拳大の角礫が点在し，その一

部は泥流状に噴出したものと考えられる。堤の沢上流の角礫を検鏡すると，

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および橄欖石

斜長石は一般に清澄で，一部は累帯構造をもっている。紫蘇輝石は普通輝石に

囲まれて平行連晶を示すものがある。また，橄欖石斑晶はきわめてまれである。

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラスおよび燐灰石

　　　ガラス基流晶質である。

　なお箸別川上流湯の沢の緩斜面上において，地下水調査のために行なわれた掘井と

電気検層の記録 13) によれば，本岩の表層は 20m に及ぶ風化帯からなり，角礫は軟弱

で崩れやすく，基質はローム状あるいは粘土化しているとのことである。

　橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩は，前述の橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石

安山岩質火山角礫岩を覆い，大部分は熔岩からなるが，一部には火山角礫岩も含まれ

る。ポン暑寒川上流においては，下位の火山角礫岩と一部指交している。暑寒別岳登

山道路 8 合目からポン暑寒川を挾んだ対岸の山腹をみると，4 枚の熔岩が成層してい

るのが認められる。さらに本岩は東方に向かって流下し，恵岱別川の北岸に沿って熔

岩崖がつゞいている。本岩の下部は橄欖石斑晶を比較的多く含むが，上部では橄欖石

の量が少なくなり，捕獲岩片を含むようになる。
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                                                                                                  図版　4　　暑　寒　別　岳　西　面

　橄欖石を多く含むものは，佐上台・恵岱別川支流尾花の沢に認められる。佐上台に

露出する本岩は板状節理が発達し，肉眼では 1.0mm 大以下の斜長石・輝石・橄欖石

の斑晶が認められる。鏡下では，

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および橄欖石

斜長石は卓状をなし，一般に清澄である。紫蘇輝石は普通輝石の中核をな

して平行連晶することがある。橄欖石は輝石の反応縁をもつ。

石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱および燐灰石

ガラス基流品質を示す。まれに単斜輝石と斜長石とが等粒半自形組織を示

し，0.7mm 程度の溜り状をなす。

　ポン暑寒川上流の熔岩は，本岩の比較的上部のものであり，こゝでは肉眼で斜長石

と輝石の斑晶が認められ，また径 1.0cm 前後の捕獲岩を多く含んでいる。

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および橄欖石

斜長石は一般に清澄であるが一部には汚濁した内核部あるいは帯状部が認

められる。橄欖石はほとんどが緑泥石−蛇紋石化し，輝石の反応縁をもつ。

石基：斜長石・紫蘇輝石・鉄鉱および燐灰石

ガラス基流晶質から塡間組織を示し，捕獲結晶らしい黒雲母も認められる。
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        ( 雄  冬  図  幅  地  域  か  ら  望  む )

　角閃石安山岩質火山角礫岩は，西隣雄冬図幅地域内にある雄冬群の初期噴出物であ

り，その一部が暑寒別岳の西腹で橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩質熔岩を覆い，

黒雲母橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩質熔岩により覆われている。本岩は

主として雄冬図幅地域内の暑寒別川支流においてよく観察されるが，本図幅地域内で

は暑寒別川最上流で，厚さ約 5m の紫蘇輝石普通輝石含有角閃石安山岩質自破砕熔岩

となる。本岩の風化面は灰緑〜灰白色多孔質で，

斑晶：斜長石・角閃石・普通輝石および紫蘇輝石

斜長石は一般に清澄で，角閃石は 3.0mm 大に達し，全体がオパサイト化

している。普通輝石は紫蘇輝石を中核とし平行連晶することがある。

石基：斜長石・単斜輝石・紫蘇輝石・ガラス・燐灰石・鉄鉱および鱗珪石

ガラス基流晶質で，鱗珪石は間𨻶に認められる。

　黒雲毋橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩質熔岩は，前述の橄欖石含有紫蘇

輝石普通輝石安山岩質熔岩を覆い，暑寒別岳登山道の 5 合目以上に認められるが，西

腹部では雄冬群に属するとみられる角閃石安山岩質火山角礫岩を覆っている。下位の

熔岩との明確な境界はつけ難く，登山道路の 8 合目には橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石



46

安山岩が認められるので，部分的には指交するものと考えられる。本岩は緩く北方に

傾斜する数枚の熔岩流からなり，箸別川−新信砂川間の広い尾根では海抜約 800m の

ところまで下り，図幅地域西限のポン暑寒川支流滝の沢では，海抜約 400m のところ

まで流下して紫蘇輝石普通輝石安山岩質火山角礫岩を覆い，さらに一部は西隣雄冬図

幅地域に及んでいる。本岩は肉眼では灰白色の石基に長径 2.0mm 前後，ときには

6.0mm に及ぶ斜長石斑晶を多く含み，角閃石・輝石・橄欖石も認められる。岩質は

とくに山頂付近においては不均一で，空𨻶があったり，橄欖石の斑晶がとくに目立つ

たりする。また，例外なく捕獲岩が多く認められる。これはほゞ楕円形をなし，長径

も 2.0cm から 20cm に及んでいる。山頂部の本岩は，

斑晶：斜長石・角閃石・普通輝石・紫蘇輝石・橄欖石および黒雲母

斜長石は清澄のもののほか，汚濁した内核部をもつものや，融蝕を受けた

と認められるものがある。角閃石は通常中核部から外縁へ，角閃石・黒色

オパサイト・輝石オパサイトの順で帯状構造をなし，少数のものは角閃石

を欠いたり，いずれか一方のオパサイトのみからなる。内核部の角閃石の

大 部 分 は X： 淡 黄 色，Y： 淡 緑 色，Z： 緑 色 〜 緑 褐 色 の 多 色 性 を 示 し， 褐

色 の 角 閃 石 は ま れ で あ る。 輝 石 は 0.3 〜 0.4mm 大 で， 他 の 斑 晶 よ り 小 さ

い。橄欖石は自形〜半自形を示し，破片状のものもある。大部分は周縁が

イディングス石化し，さらにその周縁に輝石の反応縁をもつ。黒雲母はま

れに少量認められ，周縁や劈開に沿って黒色オパサイト化し，X：淡黄色，

Z： 暗 褐 色 の 多 色 性 を 示 し，0.2mm 大 以 下 で あ る。 こ れ ら の 斑 晶 の 量 比

は場所によって変化し，とくに橄欖石および黒雲母の量の変動が著しい。

石基：斜長石・紫蘇輝石・単斜輝石・ガラス・燐灰石・鉄鉱・鱗珪石および石英

毛氈状〜ガラス基流晶質で，鱗珪石および石英はまれである。

本岩の化学成分を灰に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　( 分析　勝井義雄 24))

　新信砂川と恵岱別川上流との間にある海抜 1,300m の山頂に露出するものは，普通

輝石紫蘇輝石含有黒雲母角閃石安山岩である。
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斑晶：角閃石・黒雲母・紫蘇輝石および普通輝石

角 閃 石 の 周 辺 は 黒 色 オ パ サ イ ト と 輝 石 オ パ サ イ ト 化 し て い る。 黒 雲 母 は

0.2 〜 0.3mm 大で，X：淡黄色，Z：褐色の多色性を示す。輝石は粒状〜

短柱状である。

石基：斜長石・紫蘇輝石・燐灰石・鉄鉱・ガラスおよび鱗珪石

毛氈状組織を示す。間𨻶に鱗珪石が認められる。

山頂部にある捕獲岩様岩は，

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・酸化角閃石および橄欖石

石基：斜長石・紫蘇輝石および酸化角閃石

粗粒な塡間組織を示す。

　ほかに頁岩質捕獲岩も少量認められる。また，一部の熔岩中には径 0.7 〜 1.5mm

程度の斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および磁鉄鉱の組合せからなる等粒半自形組織の

部分がある。

　紫蘇輝石普通輝石含有角閃石安山岩質熔岩円頂丘は，本暑寒とポン暑寒との間の山

嶺にある直径約 100m，高さ約 40m の小規模な熔岩円頂丘で，山麓の増毛町市街か

らも明暸に認められる。本岩は風化して黄褐色を呈し，大小の捕獲岩も多く認められ，

孔𨻶が多く，部分的には自破砕熔岩の性状を示している。

斑晶：斜長石・角閃石・紫蘇輝石および普通輝石

斜長石は累帯構造をもつ。角閃石は斜長石および輝石を包有し，虫喰状組

織を示し，周辺はオパサイト化している。X：黄緑色，Y：緑褐色，Z：濃

褐色の多色性を示し，ĉZ ＝ 13°である。紫蘇輝石は弱い多色性を示す。

石基：ガラス・鱗珪石および鉄鉱

微珪長質 で 球 顆 組 織 が み ら れ る。 ま た 径 1.0 〜 2.0mm の斜長石および角

閃石からなる等粒半自形組織と，斜長石および普通輝石からなるオフィチ

ック組織からなる部分がある。

　橄欖石紫蘇輝石普通輝石含有角閃石石英安山岩質岩脈は，新信砂川上流右岸の山嶺

で前記の黒雲母橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石角閃石安山岩質熔岩を貫いている。肉眼

では大型の斜長石斑晶と灰色の石基からなり，鏡下では，

斑晶：斜長石・角閃石・石英・普通輝石・紫蘇輝石および橄欖石

斜長石は汚濁帯をもつものが多く，角閃石は全体がオパサイト化している。

石英は融蝕されている。

石基：斜長石・単斜輝石・紫蘇輝石・鉄鉱・ガラスおよび鱗珪石

ガラス基流晶質である。
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Ⅱ．8．5　1,230m 峯石英安山岩

　暑寒別岳の南西尾根にある標高 1,230.7m の山頂をつくって，小規模な石英安山岩

質の熔岩丘があり，信砂火山噴出岩層と暑寒別岳の橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山

岩質熔岩とを覆っている。本岩はその位置が雄冬群と暑寒群との中間にあって，岩質

も雄冬群に属する群別山の石英安山岩に近いが，一方，暑寒別岳・南暑寒岳・東群別

山などに対して，中央円頂丘の性格をもっているとも考えられる。

　本岩は変質して黄灰色を呈し，新鮮な部分は少ない。

斑晶：斜長石・角閃石および石英

角閃石は全体がオパサイト化し，石英は融蝕されて円形ないしアミーバー

状をなす。また橄欖石の仮像らしきものがまれに認められる。

石基：ガラスおよび鱗珪石

全体に変質汚染し，孔𨻶多く，鱗珪石が認められる。

Ⅱ．9　段 丘 堆 積 層

Ⅱ．9．1　海岸段丘堆積層

　北隣留萌図幅地域の増毛町付近には海抜 15 〜 30m 註 14) および 30 〜 60m の平坦面

が発達しているが，さらに 240 〜 320m の平坦面が箸別川と暑寒別川との間の山嶺に

南北に狭長な分布を示し，その南半部が本図幅地域に分布している。箸別川に臨んだ

崖においては，留萠層中の火山角礫岩を覆って，人頭大の安山岩礫を主とする砂礫層

が認められる。堤の沢上流の海抜約 300m の地点において，主として砂・粘土からな

り，安山岩礫を混じえてわずかに成層する層厚約 5m の堆積層も本層に属するものと

推察される。

　本層は平坦面の高度からみて，湊正雄 6) によって大区分された北海道の高位段丘に

属するものであろう。

註 14)　田上政敏 2) によれば冲積三角洲の疑いもあるが留萠地質図幅の記載に従う。
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Ⅱ．9．2　河岸段丘堆積層

　河岸段丘堆積層は現河床からの比高によって上位・中位および下位の 3 段に区分さ

れる。

　高位河岸段丘堆積層は主として尾白利加川流域に認められ，国領部落南方に分布し

ている。海抜 320 〜 450m のところに認められ，比高は 100 〜 140m で，平坦面の保存

状況は不良である。また三ッ橋南方の山腹には，海抜 380 〜 400m 付近に平坦面らし

いものが認められ，付近の小沢にも安山岩の亜円礫の多いことから，本層に属するもの

と考察されるが詳細不明であり，地質図幅上には示さなかった。

　中位河岸段丘堆積層は尾白利加川と恵岱別川中流および暑寒別川下流に認められる。

前者では国領部落付近にあって海抜 240 〜 400m，比高 40 〜 100m にわたっている。

恵岱別川では信砂御料地から上流約 2km にわたって発達し，海抜 280 〜 380m にわ

たり比高約 100m である。この段丘面は，信砂御料地以東では恵岱別川に沿わずに，

信砂川の上流に連なっていることから，現在の恵岱別川による段丘面ではなく，恵岱

別川上流がかつて信砂御料地から北折して信砂川に連らなっていた時につくられた段

丘面で，その後恵岱別川によって争奪されたものであろう。

　平坦面の保存はいずれも良好であり，堆積物は安山岩の円礫を主として，砂および

粘土を混じえている。

　低位河岸段丘堆積層は尾白利加川・恵岱別川および信砂川下流に小規模に認められ，

恵岱別御料地に比較的広く発達している。比高はいずれも 10 〜 20m で，平坦面の保

存は良好である。堆積物は礫・砂および粘土からなり，農耕地となっている部分が多

い。なお恵岱別川中流の中位段丘堆積層の南面にも，比高約 20m の平坦面が小規模

に認められ，本層に属するものと推察されるが，地質図幅上では省略した。

Ⅱ．10　現　世　統

Ⅱ．10．1　湿 原 堆 積 物

　本図幅地域には湿原が発達し，これらは熔岩流走面につくられた湖沼を埋めて生成

したもので，おもなものとして雨竜沼湿原および目鏡沼湿原があり，湿原堆積物が発
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達する。

　雨竜沼湿原は恵岱岳玄武岩類がつくった熔岩台地上にあって，東西約 2km，南北

約 1km の瓢簞型の湿原であり，海抜約 850m の高さのところにある。そのなかには

100 数 10 の池塘が点在し，融雪期には湿原全体が一つの湖沼となって雨竜沼といわれ

ている。

　この湿原の成因は，はじめ恵岱岳玄武岩類が噴出し，約 25km2 と推定される熔岩

台地を形成した。この熔岩流走面は当初にはおそらく水平に近かったものと考えられ

るが，その後に起こった暑寒別火山群の噴出の結果，西方が沈降し，ほゞ水平だった

熔岩流走面が，現在みられるように西側へわずかに傾斜した。一方，西部は南暑寒岳の

噴出物に覆われてその間に凹地が生じた。これが雨竜沼の前身である。こゝに周辺か

ら岩屑が供給されて浅くなるとともに，泥炭形成の条件が生まれて現在の湿原をみる

に至った。

　藤波孝成 15) によれば，この湿原は寒冷地のために，低位湿原・中間湿原の過程を経

ずに，直接高層湿原が生成されたとのことである。

図版　5　　　雨 竜 沼 湿 原 ( 藤波孝成原版 )
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図版　6　　雨 竜 沼 湿 原 ( 藤波孝成原版 )

　目鏡沼湿原は暑寒別岳山頂直下の海抜約 1,100m の地点で暑寒別岳の熔岩流走面上

に小規模に分布し，中央に直径約 15m の 2 つの池塘がある。これらの池塘もすでに

その半ばは植物遺体や泥炭質のものにより埋められている。

　同様の湿原は暑寒別岳北東嶺海抜約 1,200m の地点でも小規模に認められる。

Ⅱ．10．2　崖錐堆積物および冲積層

　暑寒別岳から信砂岳の方向を望見すると，新信砂川上流には地辷り地形らしいもの

が 2，3 認められる。事実新信砂川の信砂岳に向かう支流では，小規模ながら信砂火

山噴出岩層の凝灰質砂岩，および凝灰角礫岩が地辷りを起こしている地点が 2，3 認

められる。

　また，山淑沼を堰止めたものはほとんどが輝石安山岩の径数 cm から 1.0m に至る

岩塊であるので，一応崖錐として塗色した。これは大小の岩塊が約 200m にわたって

谷間を埋めている。沼の周辺には沼頭の小沢流入部に湿原が小規模にあるだけなので，

この崖錐の生成はきわめて最近のことと推察される。



　暑寒別川最上流では信砂火山噴出岩層の熔岩・火山角礫岩が，白色粘土化して，崩

壊や地辷りを起こしている。

　冲積層は各河川に沿って氾濫原を形成しており，砂・礫および粘土からなる。暑寒

別川および信砂川流域と尾白利加川三ツ橋付近にはとくに広く発達する。

Ⅲ．応　用　地　質

Ⅲ．1　石　　油

　本図幅地域内の恵岱別背斜地域には油徴が従来から注目されており，その探査が石

油会社の手によってしばしば行なわれてきた。留萠地方においては従来からユードロ

層中の砂岩に貯溜されるものと考えられているが，本地域ではほとんどの油徴は破砕

帯に見られ，ユードロ層の砂岩中では一部に油臭を感じるもののほか，顕著なものは

観察されなかった。

　石油沢における油徴は，恵岱別背斜西翼のユードロ層中にあって，破砕された黒色

泥岩の割れ目から，緑褐色の原油が滲出している。この地域にはかなりの破砕帯が発

達しており，数ヵ所の滲油はいずれもこの破砕帯付近に認められるが，破砕帯を過ぎる

と油徴はない。この地点は明治 35 〜 36 年頃上総掘 ( 深度 70 〜 80 間 ) で開坑され，12

石ほど採油した由である註 15)。

　恵岱別川本流の，恵岱川背斜東翼にあたる道路傍に水溜りがあり，黒色の油が浮か

んでいる。現地の人の話によると，これは以前某会社によって 1 間ほどピット掘され

た跡とのことである。産出地点は冲積層であり，産油層準は不明であるが，地質図幅

上からは増毛層の泥岩層に相当する。

　鴨居沢本流におけるものは，恵岱別背斜西翼に位置し，増毛層の泥岩層に属する暗

灰色泥岩の破砕された割れ目に，緑褐色の原油が滲出している。

　このほかの地域においては，幌加尾白利加川本流 ( 国領部落付近 ) で，増毛層の泥

岩層に属する砂質泥岩に油臭を感じたほか，油徴は発見できなかった。

註 15)　石油資源開発 KK の資料による。
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Ⅲ．2　硫化鉄鉱および褐鉄鉱

　徳富川から恵岱別川の上流にかけての信砂火山噴出岩層は，激しい変質をうけて，

珪化・粘土化および黄鉄鉱の鉱染などがみられる。この地域は，昭和 15 年頃小樽市

の高野某によって鉱区が設定され，暑寒別鉱山と称して探鉱されたが，その後放棄さ

れて現在では跡かたなく，当時の斉藤仁，外 1 名による調査報告書註 16) が残っている

のみである。同報告書によると，硫化鉄鉱の露頭註 17) は恵岱別川の上流，暑寒別岳三

角点の南東方約 2km にあたる，海抜 950m 付近の河崖にあって，脈幅 5m 余，品位

は S 39.77% である。

　褐鉄鉱鉱床は，徳富川上流において，各処に小規模に存在する。そのうちもっとも顕

著なものとして，前述の報告書は，徳富川上流の南暑寒岳西方約 1.3km の地点をあ

げている。同処の鉱床は，厚さ 6m，延長 60m，幅 80m にわたって認められ，品位は

Fe 36.52% および 42.86% とのことである。
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(Abstract)

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  l o c a t e d  i n  t h e  n o r t h e r n  d i s t r i c t  o f  t h e  
s o - c a l l e d  “ K a b a t o  M o u n t a i n l a n d ” i n  t h e  w e s t  c e n t r a l  H o k k a i d ō .  
T h e  e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a  m a p p e d  i s  c o v e r e d  w i t h  s e d i m e n t a r y
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r o c k s  o f  N e o g e n e  Te r t i a r y  a n d  i s  g e n e r a l l y  l e s s  t h a n  a b o u t  5 0 0  m  
f r o m  t h e  s e a  l e v e l  i n  a l t i t u d e .   W h e r e a s ,  t h e  w e s t e r n  o n e  i s  c o v e r e d  
w i t h  v o l c a n i c  r o c k s  o f  y o u n g e r  T e r t i a r y  a n d  Q u a t e r n a r y  a g e  a n d  
m o u n t a i n  r i d g e s  m o r e  t h a n  1 , 0 0 0  m  f r o m  t h e  s e a  l e v e l  i n  a l t i t u d e  
a r e  f o r m e d .  

GEOLOGY 

A s u m m a r y  o f  t h e  s t r a t i g r a p h i c a l  s e q u e n c e s  i n  t h e  a r e a  m a p p e d  
i s  g i v e n  i n  Ta b l e  1 .  

Nishitoppu group  

Yūdoro formation     T h i s  f o r m a t i o n  w h i c h  i s  t h e  l o w e r m o s t  p a r t  
i n  t h i s  a r e a  d e v e l o p s  a l o n g  t h e  E t a i b e t s u  a n t i c l i n a l  a x i s .   I n  t h e  
n o r t h e r n  n e i g h b o u r i n g  s h e e t - m a p ,  “ R u m o i ” ,  t h i s  f o r m a t i o n  i s  c o m -
p o s e d  o f  c o n g l o m e r a t e ,  s o f t  f i n e - g r a i n e d  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  
b e d s  i n  a s c e n d i n g  o r d e r ,  b u t  i n  t h i s  a r e a  m a p p e d ,  o n l y  t h e  u p p e r -
m o s t  m u d s t o n e  b e d  i s  d i s t r i b u t e d .   I t  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  p o o r l y  
b e d d e d  d a r k  g r a y  m u d s t o n e  i n t e r c a l a t e d  w i t h  t h i n  s a n d s t o n e  l a y e r s  
a n d  h a s  a  t h i c k n e s s  o f  4 5 0  t o  6 0 0  m .  

A l t h o u g h  i n  t h i s  a r e a  t h i s  f o r m a t i o n  i s  p o o r  i n  f o s s i l s ,  b y  
f o s s i l  r e m a i n s  p r o d u c e d  f r o m  t h e  l o w e r  b e d  i n  t h e  n o r t h e r n  s h e e t -
m a p  a r e a ,  i t  i s  c o r r e l a t e d  t o  t h e  W a k k a u e m b e t s u  f o r m a t i o n  i n  
t h e  c e n t r a l  d i s t r i c t  a n d  t h e  P o n s u b e t s u  f o r m a t i o n  i n  t h e  s o u t h e r n  
d i s t r i c t  o f  K a b a t o  M o u n t a i n l a n d .  

Shintotsukawa group  

T h i s  g r o u p  i s  s u b d i v i d e d  i n t o  t h e  T ō g e s h i t a  f o r m a t i o n  a n d  
t h e  M a s h i k e  f o r m a t i o n .  

Tōgeshita  formation      T h i s  f o r m a t i o n  o v e r l i e s  t h e  Y ū d o r o  f o r -
m a t i o n  w i t h  s l i g h t  c l i n o - u n c o n f o r m a b l e  r e l a t i o n  i n  t h e  n o r t h e r n
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Ta b l e  1  

p a r t  b u t  w i t h  p a r a l l e l  u n c o n f o r m a b l e  r e l a t i o n  i n  t h e  s o u t h e r n  
p a r t .   A s  i t  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  p e b b l y  f a c i e s  a n d  i t s  u p p e r  p a r t  
c h a n g e s  t o  m u d d y  f a c i e s  i n  t h e  s o u t h e r n  a r e a ,  i t  h a s  t h e  i n t e r -
f i n g e r i n g  r e l a t i o n  t o  t h e  M a s h i k e  f o r m a t i o n .   T h i s  f o r m a t i o n  i s  
s u b d i v i d e d ,  i n t o  c o n g l o m e r a t e ,  a l t e r n a t i o n  o f  s a n d s t o n e  a n d  m u d -
s t o n e  a n d  s a n d s t o n e  p a r t s  i n  a s c e n d i n g  o r d e r .   T h e  c o n g l o m e r a t e  
p a r t  i s  g e n e r a l l y  3  t o  4  m  i n  t h i c k n e s s  a n d  h a s  p e b b l e s  o f  a n d e s -
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i t i c  p u m i c e ,  c l a y s l a t e ,  s c h a l s t e i n ,  q u a r t z i t e  a n d  a n d e s i t e .   T h e  
a l t e r n a t i o n  p a r t  c o n s i s t s  o f  d a r k  g r a y - c o l o r e d  s a n d y  m u d s t o n e  a n d  
t u f f a c e o u s  m e d i u m -  t o  f i n e - g r a i n e d  s a n d s t o n e .   T h e  s a n d s t o n e  p a r t  
i s  g r a y - c o l o r e d  m e d i u m -  t o  f i n e - g r a i n e d  t u f a c e o u s  s a n d s t o n e  b e d -
d e d  p o o r l y  a n d  i t  b e c o m e s  c o a r s e r  a n d  t h i c k e r  i n  t h e  n o r t h e r n  
p a r t  t h a n  i n  t h e  s o u t h e r n  o n e .   M o l l u s c a n  f o s s i l s  a r e  f o u n d  a b u n -
d a n t l y  ( s e e  Ta b l e  3  i n  J a p a n e s e  Te x t ) .   I t  h a s  a  t h i c k n e s s  o f  4 0 ~
4 0 0  m  i n  t h e  E t a i b e t s u  a n t i c l i n a l  p a r t  a n d  3 0 0  m  i n  t h e  v i c i n i t y  
o f  Ya m a n o k a m i .   I t  i s  c o r r e l a t e d  t o  t h e  H a t t a r i  f o r m a t i o n  i n  t h e  
s o u t h e r n  d i s t r i c t  o f  K a b a t o  M o u n t a i n l a n d .  

Mashike  format ion      T h i s  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d  m a i n l y  i n  
t h e  e a s t e r n  p a r t  a n d  i s  s u b d i v i d e d  i n t o  m u d s t o n e ,  s a n d s t o n e  a n d  
h a r d  s h a l e  b e d s  i n  a s c e n d i n g  o r d e r .  

T h e  m u d s t o n e  b e d  p a r t l y  i n t e r f i n g e r s  w i t h  t h e  T ō g e s h i t a  
f o r m a t i o n  a n d  c o n s i s t s  o f  g r a y - c o l o r e d ,  m a s s i v e  s o f t  m u d s t o n e .  
M o l l u s c a n  f o s s i l s  a r e  f o u n d  a b u n d a n t l y  ( r e f e r  t o  Ta b l e  4  i n  J a p a -
n e s e  Te x t ) .   T h e  t h i c k n e s s  o f  t h i s  b e d  i s  2 0 0  t o  4 5 0  m .  

T h e  s a n d s t o n e  b e d  i s  2 0  t o  2 5 0  m  i n  t h i c k n e s s  a n d  i s  c o m -
p o s e d  o f  g r a y  m a s s i v e  m e d i u m -  t o  f i n e - g r a i n e d  s a n d s t o n e  b e a r i n g  
w h i t e  p u m i c e  g r a i n s ,  a n d  m o l l u s c a n  f o s s i l s  a r e  f o u n d  i n  i t  ( r e f e r  
t o  Ta b l e  5  i n  J a p a n e s e  Te x t ) .  

T h e  h a r d  s h a l e  b e d  i s  1 0 0  t o  2 0 0  m  i n  t h i c k n e s s  a n d  i s  c h a r -
a c t e r i z e d  b y  b a n d i n g  s t r u c t u r e  o f  t h e  a l t e r n a t i o n  o f  d a r k  g r a y  
h a r d  s h a l e  a n d  g r a y  s i l t s t o n e .   H a r d  s h a l e  b e c o m e s  w h i t i s h  b y  
w e a t h e r i n g  a n d  s p l i t s  i n t o  s m a l l  a n g u l a r  p i e c e s .   I t  i n c l u d e s  m a n y  
c a l c a r e o u s  n o d u l e s  a n d  m o l l u s c a n  f o s s i l s  ( r e f e r  t o  Ta b l e  6  i n  J a p a -
n e s e  Te x t ) .   I t  i n t e r c a l a t e s  a n d e s i t i c  t u f f - b r e c c i a  i n  t h e  n o r t h e r n  
p a r t  o f  K o k u r y ō  v i l l a g e .  

Fukagawa group  

R u m o i  f o r m a t i o n      T h i s  f o r m a t i o n  r e s t s  c o n f o r m a b l y  o n  t h e  
h a r d  s h a l e  b e d  a b o v e - m e n t i o n e d .   I n  t h e  e a s t e r n  a n d  n o r t h e r n  
p a r t  o f  t h e  a r e a  m a p p e d ,  i t  c o n s i s t s  o f  s e d i m e n t a r y  r o c k s  a n d  i s
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s u b d i v i d e d  i n t o  m a s s i v e  s a n d s t o n e  a n d  d i a t o m a c e o u s  m u d s t o n e  
b e d s .   I n  t h e  s o u t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a ,  o n  t h e  o t h e r  h a n d ,  
t h e  N o b u s h a  v o l c a n i c  p r o d u c t s  i n t e r f i n g e r i n g  w i t h  t h e  m a s s i v e  
s a n d s t o n e  b e d  o f  t h e  s a i d  f o r m a t i o n ,  a r e  d e v e l o p e d .  

T h e  m a s s i v e  s a n d s t o n e  b e d  i s  c o m p o s e d  g e n e r a l l y  o f  h o m o g e -
n e o u s  f i n e - g r a i n e d  s a n d s t o n e  a n d  l o c a l l y  o f  m a s s i v e  t u f f a c e o u s  
m u d s t o n e  i n t e r c a l a t e d  w i t h  t h i n  l a y e r s  o f  h a r d  s h a l e .   M o l l u s c a n  
f o s s i l s  a r e  f o u n d  s p o r a d i c a l l y  ( r e f e r  t o  Ta b l e  7  i n  J a p a n e s e  Te x t ) .  
I t  i s  2 0 0  t o  3 5 0  m  i n  t h i c k n e s s  a n d  i s  c o n t i n u o u s  t o  t h e  H o r o k a o -
s h i r a r i k a  f o r m a t i o n  p r o d u c i n g  F o r t i p e c t e n  t a k a h a s h i i  ( Y OKOYAMA)  
i n  t h e  e a s t e r n  n e i g h b o u r i n g  s h e e t - m a p  a r e a .  

D i a t o m a c e o u s  m u d s t o n e  b e d  i s  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  n o r t h e r n  
a r e a  a n d  i s  c o m p o s e d  o f  d i a t o m a c e o u s  m u d s t o n e  a n d  t u f f a c e o u s  
s i l t s t o n e .   I t  c o n t a i n s  m o l l u s c a n  f o s s i l s  s u c h  a s  Acila ( A . )  s p . ,  Clino-
cardium  c f .  ci l iatum  and Lucinoma  s p . .  

N o b u s h a  v o l c a n i c  p r o d u c t s  a r e  c o m p o s e d  o f  t u f f a c e o u s  s a n d -
s t o n e ,  v o l c a n i c  c o n g l o m e r a t e ,  a n d e s i t i c  l a v a  a n d  v o l c a n i c  b r e c c i a  
a n d  b a s a l t i c  l a v a .   A s  a n d e s i t i c  l a v a  a n d  v o l c a n i c  b r e c c i a  b e c o m e 
m o r e  p r e d o m i n a n t  t o w a r d s  t h e  s o u t h w e s t e r n  p a r t  i n  t h i s  a r e a  m a p -
p e d  a n d  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  c e n t r a l  a r e a  i s  t r a n s -
f o r m e d  t o  m a s s i v e  s a n d s t o n e  b e d  e a s t w a r d ,  v o l c a n i s m  i n  t h i s  a g e 
i s  p r e s u m e d  t o  b e c o m e  m a x i m u m  i n  t h e  s o u t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h i s  
a r e a  m a p p e d .   A n d e s i t e  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  h y p e r s t h e n e - a u g i t e  
a n d e s i t e  a n d  p a r t l y  o f  h o r n b l e n d e - b e a r i n g  h y p e r s t h e n e - a u g i t e  
a n d e s i t e .   I n  t h e  u p p e r  r e a c h e s  o f  t h e  T o p p u - g a w a ,  l a v a s  a n d 
v o l c a n i c  b r e c c i a s  a r e  s u b j e c t e d  t o  s i l i c i f i c a t i o n  a n d  a r g i l l i z a t i o n .  

B e k k a r i  f o r m a t i o n      T h i s  f o r m a t i o n  o c c u p i e s  n o r t h w e s t e r n  
c o r n e r  o f  t h i s  a r e a .   I t  i s  c o m p o s e d  o f  t u f f a c e o u s  m u d s t o n e .  
T h o u g h  n o  f o s s i l s  a r e  f o u n d  a n d  s t r a t i g r a p h i c a l  r e l a t i o n  i s  i n d i s -
t i n c t ,  i t  m a y  b e  c o r r e s p o n d e d  t o  t h e  s e d i m e n t s  o f  t h e  u p p e r  
p a r t  o f  t h e  M a s h i k e  f o r m a t i o n  a n d  t h e  l o w e r  p a r t  o f  t h e  R u m o i  
f o r m a t i o n  f r o m  i t s  r o c k  f a c i e s .
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Etai-dake basalts  

T h e y  u n c o n f o r m a b l y  c o v e r  t h e  N o b u s h a  v o l c a n i c  p r o d u c t s  a n d  
m a k e  a  l a v a  p l a t e a u .   T h e y  a r e  c o m p o s e d  o f  a n d e s i t i c  v o l c a n i c  
b r e c c i a  w i t h  t h e  i n t e r c a l a t e d  l a v a s  o f  o l i v i n e - b e a r i n g  h y p e r s t h e n e -
a u g i t e  a n d e s i t e  i n  t h e  l o w e r m o s t ,  h y p e r s t h e n e - b e a r i n g  o l i v i n e  
b a s a l t  a n d  o l i v i n e  b a s a l t  i n  t h e  u p p e r m o s t .   I t s  a c t i v i t y  i s  c o n t e m -
p o r a n e o u s  w i t h  o l i v i n e  b a s a l t i c  d i k e s  o f  t h e  “ U r y ū  a n d  S o r a c h i  
p e t r o g r a p h i c  p r o v i n c e ”  a f t e r  M .  H u n a h a s h i .  

Dikes and lava domes  

D a c i t i c ,  a n d e s i t i c  a n d  b a s a l t i c  d i k e s  a r e  d i s t r i b u t e d  i n  t h i s  
a r e a .   E s p e c i a l l y ,  b a s a l t i c  d i k e s  i n t r u d e d  i n t o  s e d i m e n t a r y  r o c k s  
i n  t h e  E t a i b e t s u  a n t i c l i n a l  p a r t  a r e  a b u n d a n t .  

D a c i t i c  a n d  h y p e r s t h e n e - a u g i t e  a n d e s i t i c  d o m e s  a r e  d i s t r i b u t e d  
i n  t h e  n o r t h w e s t e r n  c o r n e r  o f  t h i s  a r e a .  

T h e i r  g e o l o g i c a l  a g e  i s  p r e s u m e d  t o  b e  l a t e  P l i o c e n e .  

Shokambetsu volcanic group  

T h e  S h o k a m b e t s u  v o l c a n i c  g r o u p  w h i c h  h a s  f o r m e r l y  b e e n  
c a l l e d  s o  v a g u e l y  i s  s u b d i v i d e d  i n t o  t w o  g r o u p s ;  o n e  i s  t h e  S h o k a n  
s u b g r o u p  i n  t h i s  a r e a  a n d  t h e  o t h e r  i s  t h e  O f u y u  s u b g r o u p  w h i c h  
i s  d i s t r i b u t e d  m a i n l y  i n  t h e  w e s t e r n  n e i g h b o u r i n g  s h e e t - m a p  a r e a  

“ O f u y u ” .  
B o t h  c o u l d  h e  n a m e d  t h e  S h o k a m b e t s u  v o l c a n i c  g r o u p  i n  

g e n e r a l  t e r m .  
T h e  S h o k a n  s u b g r o u p  c o n s i s t i n g  o f  N o b u s h a - d a k e ,  M i n a m i -

s h o k a n - d a k e ,  H i g a s h i - k u m b e t s u - y a m a ,  S h o k a m b e t s u - d a k e  v o l c a n i c s  
a n d  1 , 2 3 0  m  h ō  d a c i t e  i s  s i t u a t e d  i n  t h e  s o u t h w e s t e r n  a r e a .   S t r u c -
t u r a l l y  t h e  f o r m e r s  a r e  p r e s u m e d  t o  b e  s o m m a  a n d  t h e  l a t e r  
c e n t r a l  c o n e  t h o u g h  o r i g i n a l  s t r u c t u r e  i s  i n d i s t i n g u i s h a b l e  b y  
e r o s i o n .  

E a c h  v o l c a n o  o f  s o m m a  i s  c o m p o s e d  o f  o l i v i n e - b e a r i n g  h y p e r -
s t h e n e - a u g i t e  a n d e s i t e  i n  i n i t i a l  s t a g e  a n d  ( b i o t i t e ) - o l i v i n e - b e a r -
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i n g  h y p e r s t h e n e - a u g i t e - h o r n b l e n d e  a n d e s i t e  i n  l a t e r  s t a g e .   1 , 2 3 0  
m  h ō  i s  c o m p o s e d  o f  h o r n b l e n d e  d a c i t e .  

T h e  m i n e r a l  a s s e m b l a g e  o f  b i o t i t e ,  h o r n b l e n d e ,  p y r o x e n e ,  a n d  
o l i v i n e  a s  p h e n o c r y s t  i s  c h a r a c t e r i s t i c  a n d  i t s  c h a r a c t e r  i s  d i f f e r e n t  
f r o m  t h a t  o f  t h e  N a s u  v o l c a n i c  z o n e .  

T h e  g e o l o g i c a l  a g e  o f  i t s  a c t i v i t y  i s  p r e s u m e d  t o  b e  e a r l y  
P l e i s t o c e n e .  

Marine terrace deposits  

T h e y  a r e  d i s t r i b u t e d  l i m i t e d l y  i n  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  t h i s  
a r e a  a n d  a r e  2 4 0  t o  3 2 0  m  a b o v e  s e a  l e v e l .   T h e y  b e l o n g  t o  t h e  
h i g h e r  m a r i n e  t e r r a c e  i n  H o k k a i d ō .  

River terrace deposits  

R i v e r  t e r r a c e  d e p o s i t s  a l o n g  e a c h  r i v e r  a r e  s u b d i v i d e d  i n t o  
t h e  f o l l o w i n g  a n d  a r e  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  a n g u l a r  a n d e s i t i c  
g r a v e l ,  s a n d  a n d  c l a y .  

H i g h e r  t e r r a c e  d e p o s i t s ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 0 0  t o  1 4 0  m  h i g h  a b o v e  t h e  
f l u v i a l  p l a n e .   T h e y  a r e  d i s t r i b u t e d  l i m i t e d l y  i n  t h e  v i c i n i t y  o f  
K o k u r y ō  v i l l a g e  b u t  t h e i r  s u r f a c e  i s  a l m o s t  e r o d e d  o u t .  

M i d d l e  t e r r a c e  d e p o s i t s ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4 0  t o  1 0 0  m  h i g h  a b o v e  t h e  
f l u v i a l  p l a n e .   T h e y  a r e  d i s t r i b u t e d  a l o n g  t h e  O s h i r a r i k a - g a w a  a n d  
t h e  E t a i b e t s u - g a w a  l i m i t e d l y  a n d  t h e i r  s u r f a c e  i s  w e l l  p r e s e r v e d .  
I n  N o b u s h a - g o r y ō c h i ,  p i r a c y  o f  t h e  N o b u s h a - g a w a  b y  t h e  E t a i b e -
t s u - g a w a  i s  r e c o g n i z e d  f r o m  t h e  d i s t r i b u t i o n  p a t t e r n  o f  t h e  t e r -
r a c e  p l a n e .  

L o w e r  t e r r a c e  d e p o s i t s ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 0  t o  2 0  m  h i g h  a b o v e  t h e  
f l u v i a l  p l a n e .   T h e y  a r e  f o u n d  a l o n g  e a c h  r i v e r .   T h e i r  s u r f a c e  i s  
p e r f e c t l y  p r e s e r v e d .  

Alluvial  deposits  

T h e y  a r e  c o m p o s e d  o f  m o o r  d e p o s i t s ,  t a l u s  d e p o s i t s  a n d  a l l u -



v i u m .   M o o r  i s  g r o w n  o n  t h e  l a v a  s u r f a c e .   O n  t h e  s u r f a c e  o f  
E t a i - d a k e  b a s a l t s ,  U r y ū - n u m a  m o o r  d e p o s i t s  a r e  f o r m e d .   T h e y  
a r e  a b o u t  1  k m  w i d e  i n  t h e  N - S  d i r e c t i o n  a n d  2  k m  l o n g  i n  t h e  
E - W  d i r e c t i o n  a n d  a r e  c o m p o s e d  o f  g r a v e l  a n d  p e a t .  

T a l u s  d e p o s i t s  a r e  o b s e r v e d  i n  s o m e  p o r t i o n s  a n d  a l o n g  e a c h  
r i v e r  a n d  a l l u v i u m  i s  d i s t r i b u t e d  i n  l i m i t e d  a r e a .  

ECONOMIC GEOLOGY 

Petro leum  m a y  b e  r e s e r v e d  i n  t h e  e a s t e r n  a r e a  o f  t h e  m a p p e d  
a r e a .   E a c h  a n t i c l i n e  h a s  b e e n  p r o s p e c t e d  f o r m e r l y ,  e s p e c i a l l y  
E t a i b e t s u  a n t i c l i n a l  p a r t  h a s  b e e n  k n o w n  b y  o i l  s e e p a g e  s i n c e  
f o r m e r  t i m e s .  

R e s o u r c e s  o f  l imonite  a n d  iron sulphide  w e r e  r e p o r t e d  p r e v i o u s l y  
i n  t h e  u p s t r e a m  o f  t h e  T o p p u - g a w a  a n d  t h e  E t a i b e t s u - g a w a ,  
b u t  t h e i r  d e t a i l  i s  n o t  c l e a r .
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